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ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
定
の
成
果

に
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
尚
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
国
内
の
経
済
情
勢
に
お
い

て
は
、
緩
や
か
な
景
気
の
回
復
が
続

く
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ア

メ
リ
カ
経
済
、
原
油
高
の
影
響
が
一

時
的
に
日
本
の
景
気
減
退
の
要
因
に

な
る
と
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

そ
の
動
向
が
重
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

　

2

　
　
成
20
年
第
１
回
洞
爺
湖
町
議
会

　
　
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私

の
町
政
執
行
に
臨
む
基
本
的
な
姿
勢

と
取
り
組
む
施
策
の
重
点
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
誕
生
か
ら
２
年
余
り
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
間
、
町
民
融
和
も
進
み
、
町
民
の

皆
様
並
び
に
町
議
会
議
員
の
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
町

政
執
行
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
の
開
か
れ
た
町
政
の
実

現
を
目
指
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

　 平

あ
り
ま
す
。

　
道
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
道
内

企
業
の
生
産
活
動
、
雇
用
情
勢
、
個

人
消
費
な
ど
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

道
内
景
気
は
未
だ
に
好
転
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
住
民
生
活
に
直
結
す
る
物

価
の
上
昇
や
各
種
料
金
等
の
値
上
げ

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
生
活
へ
の
不

安
が
大
き
く
広
が
り
を
見
せ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
開
催
さ
れ
る
主
要
国

首
脳
会
議
（
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
）
で
環
境
、
気
候
変
動
が
主
な
議

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
世
界

的
な
規
模
で
の
環
境
、
地
球
温
暖
化

対
策
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
、

国
内
に
お
い
て
も
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
で
き
る
環
境
へ
の
取
り
組
み
や
、

ま
た
、
食
品
の
偽
装
問
題
や
安
全
へ

の
不
安
を
解
消
す
る
仕
組
み
づ
く
り

の
消
費
者
行
政
の
確
立
な
ど
、
地
域

の
環
境
や
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た

施
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
地
方
自
治
体
運

営
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
、
三
位
一
体
改

革
に
伴
う
地
方
交
付
税
な
ど
の
歳
入

削
減
や
社
会
保
障
費
の
負
担
増
に
よ

る
財
政
再
建
や
地
域
格
差
の
問
題
な

ど
、
困
難
な
行
政
課
題
が
山
積
し
て

い
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
と
将
来
へ
の
展
望

を
見
据
え
な
が
ら
、
危
機
意
識
を
町

民
と
等
し
く
共
有
し
、
心
を
一
つ
に

し
て
共
に
「
湖
海
と
火
山
と
緑
の
大

地
が
結
び
あ
い
元
気
を
つ
く
る
交
流

の
ま
ち
」
洞
爺
湖
町
の
実
現
に
向
け

進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
昨
年
を
初
年
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
や
洞
爺
湖
町
行
政
改
革
大
綱
に
即

し
、
そ
の
た
め
に
も
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
は
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
を
受
け
止
め
、
し
っ
か

り
し
た
洞
爺
湖
町
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
急
務
で
あ
り
、
私
の
使
命
と
し

て
全
力
を
傾
注
し
て
、
着
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
直
面
す
る
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
し
た
行

財
政
基
盤
の
構
築
で
あ
り
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
昨
年

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
洞
爺
湖
町
行

政
改
革
実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ

ン
）
の
一
層
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

町
政
執
行
方
針

厳
し
い
経
済
状
況
と

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　
私
の
町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
で
あ

り
ま
す
が
、「
初
心
を
忘
れ
ず
、
公
平

・
公
正
に
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
開
か
れ
た
町
政
」
を
さ
ら
に
推

進
す
る
も
の
で
あ
り
、
町
の
将
来
像

の
実
現
に
向
け
、
特
色
で
あ
る
観
光

・
農
業
・
漁
業
の
産
業
が
一
体
と
な

　

町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　
昨
年
、
地
方
公
共
団
体
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
目
的
は
、
地
方
公
共

団
体
が
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
４

つ
の
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率

及
び
将
来
負
担
比
率
）
を
公
表
し
、

早
期
に
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と

を
狙
い
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
有
珠
山
噴
火

災
害
対
策
事
業
等
に
要
し
た
借
入
金

の
増
に
よ
り
、
実
質
公
債
費
比
率
が

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
こ
と
か

　

平 成 20年 度

町政執行方針
と

予算のあらまし

税務財政課財政係
74－3003

平成20年度の予算が決定しました。

　長崎町長が示した執行方針（概要）と

　　予算のあらましを掲載します。
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「
お
も
て
な
し
の
心
で
世
界
へ
　

環
境
と
観
光
の
ま
ち
洞
爺
湖
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
町
ぐ
る
み
の

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
推
進
町
民

会
議
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

洞
爺
湖
周
辺
地
域
の
自
然
環
境
や
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
世
界
に
発
信

さ
れ
、
紹
介
さ
れ
る
絶
好
の
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。

　
町
民
会
議
で
は
、
１
０
０
日
前
や

50
日
前
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
行
事
や
、
世
界
各
国
か
ら
訪
れ

る
方
々
を
花
い
っ
ぱ
い
の
き
れ
い
な

ま
ち
で
お
迎
え
し
よ
う
と
計
画
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
に

は
、
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
を
期
す
る
た

め
に
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
協
力

が
大
き
な
力
と
な
る
も
の
と
信
じ
て

お
り
ま
す
の
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
で
き
る
行
動
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
ミ
ッ

ト
開
催
が
今
後
の
観
光
振
興
、
地
域

振
興
に
つ
な
が
り
、
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
平
成
20
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
同
様
、
歳
入
不
足
に

よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
財
源
対
策
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め

　

ら
、
そ
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
、
財
政
運
営
は
深
刻
な
状
況

下
で
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
に
よ
り
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
に
も
、
行

財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
一
層
の

ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
全
世
界

が
注
目
す
る
大
き
な
舞
台
の
幕
が
開

か
れ
る
飛
躍
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
企
業

　
　
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、

１
１
８
億
８
千
９
２
６
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
額
１
３
７
億
８
千
１

９
４
万
円
に
比
べ
13
・
７
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
主
体
で
あ
る
町
税
収
入
が

税
源
移
譲
に
よ
り
若
干
の
増
と
は
な

り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
景
気
の
低

迷
に
よ
り
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
ま
た
、

有
珠
山
噴
火
災
害
に
起
因
す
る
災
害

復
旧
及
び
復
興
事
業
に
伴
う
町
債
借

入
れ
に
よ
る
公
債
償
還
費
の
増
に
よ

り
非
常
に
厳
し
い
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
　
特
に
、
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

77
億
７
千
97
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
額
78
億
７
千
５
９
９
万
円
に
比

べ
１
・
３
％
の
減
で
す
。
歳
入
に
お

　

け
る
町
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
消

費
税
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交
付

金
、
地
方
交
付
税
等
を
合
わ
せ
た
経

常
一
般
財
源
は
、
町
税
及
び
地
方
交

付
税
の
増
な
ど
が
要
因
と
な
り
、
前

年
度
比
５
・
０
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
歳
出
に
お
け
る
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を
合
わ
せ
た

義
務
的
経
費
は
、
扶
助
費
及
び
公
債

費
の
増
が
主
な
要
因
と
な
り
、
前
年

度
比
１
・
４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
）

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
16
・
４
％

減
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
有
珠
山
噴
火
災
害
後
の
復
興
関
連

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
歳
出
削
減
を
図
る
た

め
経
常
事
務
経
費
、
各
公
共
施
設
の

維
持
管
理
費
の
減
額
、
特
別
職
、
議

　
　

人
件
費
の
独
自
削
減
、
経
常
経
費
の

さ
ら
な
る
削
減
、
新
規
事
業
の
抑
制

を
図
る
な
ど
将
来
の
財
政
基
盤
を
念

頭
に
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
本

町
に
お
い
て
は
、
実
質
公
債
費
比
率

が
こ
の
法
律
の
適
用
に
な
る
平
成
20

　

年
度
決
算
で
、
早
期
健
全
化
基
準
の

25
％
以
上
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
た

め
、
平
成
19
年
２
月
に
策
定
し
た
、

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

早
期
低
減
化
に
向
け
、
本
年
度
に
お

い
て
も
起
債
借
入
事
業
の
抑
制
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

会
議
員
報
酬
の
削
減
、
一
般
職
員
の

人
件
費
独
自
削
減
、
町
内
各
種
団
体

に
対
す
る
補
助
交
付
金
の
削
減
な
ど

に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
恒
常
的
財
源
不

足
は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
歳
入
不

足
補
て
ん
の
た
め
財
政
調
整
基
金
、

減
債
基
金
及
び
合
併
地
域
振
興
基
金

か
ら
７
億
５
千
万
円
を
、
一
定
の
事

業
に
充
て
る
た
め
特
定
目
的
基
金
か

ら
５
千
３
３
５
万
円
の
基
金
取
り
崩

し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
成
立
し
た
地
方
財
政
健
全
化

法
に
お
け
る
早
期
健
全
化
団
体
の
指

定
は
免
れ
ま
せ
ん
が
、
法
律
の
適
用

が
な
さ
れ
る
平
成
20
年
度
決
算
ま
で

に
、
財
源
不
足
の
解
消
を
図
る
た
め

歳
入
の
確
保
、
更
に
は
歳
出
削
減
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
町
民
の
皆
様
に
は
が

ま
ん
と
痛
み
を
強
い
る
結
果
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
財
政
運
営

に
対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

サ
ミ
ッ
ト
の

　
　
成
功
に
向
け
て

予
算
の
あ
ら
ま
し

財
政
の
健
全
化
と

　
　
　
　
予
算
編
成
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●
サ
ミ
ッ
ト
推
進
事
業
…
北
海
道
洞

　
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
伴
う
準
備

　
経
費
　
１
６
、
４
６
０
千
円

●
高
齢
者
助
成
事
業
（
入
浴
費
・
交

　
通
費
）
…
70
歳
以
上
の
高
齢
者
に

　
対
す
る
温
泉
入
浴
利
用
の
助
成
と

　
交
通
費
（
無
料
パ
ス
）
の
助
成
に

　
係
る
経
費
助
成
　
２
５
、
１
３
２

　
千
円

●
富
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
工

　
事
…
富
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建

　
設
、
園
地
整
備
、
取
り
付
け
道
路

　
整
備
、
取
水
施
設
整
備
　
２
１
、

　
０
０
０
千
円

●
各
種
健
診
事
業
…
基
本
健
診
、
結

　
核
・
ガ
ン
検
診
、
妊
産
婦
・
乳
幼

　
児
健
診
、
１
歳
６
カ
月
児
・
３
歳

　
児
総
合
健
診
事
業
な
ど
　
１
４
、

　
２
６
８
千
円

●
虻
田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
整
備
事

　
業
…
虻
田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
整

　
備
事
業
負
担
金
　
１
９
、
１
２
０

　
千
円
／
公
用
施
設
・
環
境
整
備
用

　
地
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
施
設
建

　
設
に
係
る
経
費
（
単
独
分
）
　
１

　
６
、
１
８
０
千
円

歳　　出 歳　　入

0.3％
予備費

18.2％
給与費

0.9％
議会費

7.2％
総務費

1.8％
農林水産業費

6.0％
商工費

11.3％
土木費

5.1％
消防費

5.0％
教育費

23.1％
公債費

14.8％
民生費

6.2％
衛生費

0.1％
労働費

0.3％
自動車取得税交付金
1.4％

地方消費税交付金

1.2％
地方譲与税

16.0％
町税

0.1％
その他

46.5％
地方交付税

0.1％
特別特例交付金

0.3％
財産収入
3.1％
道支出金

0.7％
分担金及び負担金
3.8％

使用料及び手数料
4.2％
国庫支出金

10.3％
繰入金

0.2％
繰越金

2.6％
諸収入
9.2％
町　債

平成20年度洞爺湖町一般会計
（単位：千円、％）（単位：千円、％） ●歳　　入●歳　　出

款 平成20年度
当初予算額

平成19年度
当初予算額

増減額 増減率

△8.4

△6.5�

5.1�

1.7

△23.6�

△7.6�

△28.4�

4.1�

△5.5�

9.5�

1.0�

0.5�

33.0�

△1.3

△6,089�

△38,869�

56,360

7,856

△2,008

△11,588

△185,055

34,579

△23,363

33,543

16,963

7,076

5,573

△105,022

72,201

598,526

1,096,359

474,063

8,500

151,605

652,072

845,591

423,545

353,896

1,776,788

1,405,935

16,913

7,875,994

66,112

559,657

1,152,719

481,919

6,492

140,017

467,017

880,170

400,182

387,439

1,793,751

1,413,011

22,486

7,770,972

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

給 与 費

予 備 費

歳 出 合 計

款 平成20年度
当初予算額

平成19年度
当初予算額

増減額 増減率

3.3�

0.0�

△32.0�

200.0�

0.0�

4.8�

0.0�

△10.0�

△65.0�

6.3�

△16.7�

3.2�

△1.2�

△6.4�

△10.4�

△9.6�

0.0�

△25.7�

0�

0.7�

△2.7�

△1.3

39,575

0

△1,600

1,200

0

5,000

0

△3,000

△9,100

213,700

△300

1,802�

△3,403�

△22,183

△28,368

△2,312�

0�

△277,600

0�

1,367�

△19,800�

△105,022

1,200,661

96,000

5,000

600

1

105,000

2,000

30,000

14,000

3,398,000

1,800

56,064

294,912

348,205

273,233

24,159

1

1,080,950

15,000

199,108

731,300

7,875,994

1,240,236

96,000

3,400

1,800

1

110,000

2,000

27,000

4,900

3,611,700

1,500

57,866

291,509

326,022

244,865

21,847

1

803,350

15,000

200,475

711,500

7,770,972

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

自 動 車 取 得 税 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

道 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

歳 入 合 計

一
般
会
計
の

主 

な 

事 

業

一
般
会
計
の

主 

な 

事 

業
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●
地
場
産
品
直
売
施
設
等
運
営
費
補

　
助
金
…
地
場
産
品
直
売
施
設
等
の

　
維
持
管
理
運
営
経
費
に
対
す
る
補

　
助
　
８
、
４
６
０
千
円

●
観
光
ル
ネ
サ
ン
ス
事
業
補
助
金
…

　
観
光
総
合
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
ア

　
ク
セ
ス
整
備
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作

　
成
、
音
声
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
整
備

　
等
に
対
す
る
補
助
　
１
３
、
７
８

　
７
千
円

●
健
康
づ
く
り
大
学
事
業
…
人
材
育

　
成
事
業
、
地
元
健
康
資
源
調
査
、

　
実
践
講
座
業
務
に
対
す
る
委
託
経

　
費
　
９
、
０
０
０
千
円

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
・
移
送
サ
ー
ビ
ス

　
運
営
事
業
…
高
齢
者
を
対
象
と
し

　
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
病
院
へ
の
移

　
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
　
３
、
８
１
７

　
千
円

●
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
整
備
事

　
業
…
旧
火
山
科
学
館
改
修
工
事
、

　
に
ぎ
わ
い
広
場
用
地
取
得
・
整
備

　
工
事
な
ど
　
２
２
５
、
０
０
０
千

　
円

●
洞
爺
・
水
の
駅
周
辺
地
区
整
備
事

　
業
…
洞
爺
望
羊
台
広
場
整
備
工
事
、

　
道
道
豊
浦
洞
爺
線
外
灯
設
置
工
事
、

　
芸
術
文
化
通
り
実
施
設
計
　
１
８
、

　
０
０
０
千
円

●
道
路
新
設
改
良
事
業
…
花
和
６
号

　
線
、
洞
爺
湖
温
泉
大
通
り
線
道
路

　
改
良
工
事
４
２
、
０
０
０
千
円

●
美
沢
団
地
５
号
棟
建
設
事
業
…
既

　
存
住
宅
解
体
工
事
、
５
号
棟
建
設

　
工
事
、
既
設
入
居
者
移
転
補
償
　

　
１
３
４
、
２
１
３
千
円

　
　
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
保

　
　
険
者
一
人
ひ
と
り
が
、
保
険
料

を
納
め
ま
す
。

　
保
険
料
の
額
は
、
年
度
ご
と
に
、

「
所
得
に
応
じ
て
ご
負
担
い
た
だ
く

部
分
（
所
得
割
）
」
と
、「
被
保
険
者
の

方
に
等
し
く
ご
負
担
い
た
だ
く
部
分

（
均
等
割
）」を
合
算
し
て
、「
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
」
が
決
定
し
ま
す
。

　
保
険
料
の
額
は
、
年
金
の
ほ
か
事

業
所
得
な
ど
他
の
所
得
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
も
合
算
し
た
所
得
額
を
も
と
に
、

全
体
的
な
負
担
能
力
に
応
じ
て
決
定

さ
れ
ま
す
。
年
金
の
額
だ
け
で
保
険

　

料
の
額
が
決
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
保
険
料
は
、
後
期
高
齢
者
の
方
々

全
員
に
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

年
金
が
一
定
額
以
上
の
方
は
、
年
金

の
支
払
期
（
偶
数
月
）
ご
と
に
、
年

金
か
ら
自
動
的
に
保
険
料
が
支
払
わ

れ
ま
す
。
金
融
機
関
な
ど
に
出
向
い

て
納
付
書
な
ど
で
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後 Ⅰ 

保
険
料
額
の
決
定
と

　 

徴
収
に
つ
い
て

年
金
か
ら
の
自
動
引
き
落
し

　
年
金
か
ら
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
る

　
通
知
書
の
送
付

75歳以上のすべての方が対象75歳以上のすべての方が対象

４月から
後期高齢者
医療制度が
始まりました

（単位：千円、％）●性質別歳出

款 平成20年度
当初予算額

平成19年度
当初予算額

増 減 額 増減率

0.1

6.9

1.0

△0.4

△16.4

13.1

△16.4

△12.8

△25.2

0.0

△32.6

△12.1

33.0

△1.3

2,145

31,318

16,973

△3,529

△9,320

124,068

△136,712

△75,405

△61,307

120

△25,250

△110,408

5,573

△105,022

1,485,273

454,740

1,776,778

967,609

56,819

949,899

833,531

590,375

243,156

342,790

77,500

914,142

16,913

7,875,994

1,487,418

486,058

1,793,751

964,080

47,499

1,073,967

696,819

514,970

181,849

342,910

52,250

803,734

22,486

7,770,972

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

物 件 費

維 持 補 修 費

補 助 費 等

普 通 建 設 事 業 費

　 補 助 事 業

　 単 独 事 業

積 立 金

出 資 及 び 貸 付 金

繰 出 金

予 備 費

歳 出 合 計

（単位：千円、％）●各会計予算総括表

会　　計　　名 平成20年度
当初予算額

平成19年度
当初予算額

増 減 額 増減率

△1.3

△7.9

△0.8

△90.5

△7.5

23.1

皆 増

0.0

△9.0

△13.7

△105,022

△132,405

△8,129

△1,727,077

△56,148

22,133

133,988

△89

△19,929

△1,892,678

7,875,994

1,683,286

972,458

1,909,040

748,850

95,840

収益的収支

274,838

資本的収支

221,633

13,781,93

7,770,972

1,550,881

964,329

181,963

692,702

117,973

133,988

収益的収支

274,749

資本的収支

201,704

11,889,26

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

簡易水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

企 業 会 計

水 道 事 業 会 計

合 　 　 　 計
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方
に
は
、
平
成
20
年
４
月
上
旬
に
、

次
の
よ
う
な
保
険
料
に
関
す
る
通
知

書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

①
広
域
連
合
か
ら
、
保
険
料
額
が
決

定
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知

書
が
送
ら
れ
ま
す
。
②
町
か
ら
、
特

別
徴
収
を
開
始
す
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
す
る
通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
年
金
保
険
者
か
ら
、
年
金
の

支
給
額
に
関
す
る
通
知
書
が
送
ら
れ

ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
年
金
の
支

払
ご
と
に
差
し
引
か
れ
る
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
。
　
た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額
18
万
円

未
満
の
方
や
、
介
護
保
険
料
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
あ
わ
せ
た
額

が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
越
え
る
方

に
つ
い
て
は
、
年
金
か
ら
の
徴
収
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
場
合
に
は
、
７
月
に
納
入
通

知
書
な
ど
の
書
類
が
、
広
域
連
合
と

町
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
へ

個
別
に
保
険
料
を
納
付
く
だ
さ
い
。

　
年
度
途
中
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
さ
れ
る
方
は
、
保
険
料
が

月
割
計
算
さ
れ
、
被
保
険
者
で
あ
る

期
間
に
相
当
す
る
保
険
料
額
が
賦
課

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
月
ま
で
は
、
均
等
割
を
９
割
軽
減

　
し
ま
す
。

　
こ
の
特
別
措
置
に
伴
い
、
平
成
20

年
度
の
保
険
料
徴
収
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
取
扱
い
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
、
原
則
と
し

て
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
徴
収
さ
れ

ま
す
。
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
方
に

は
、
４
月
上
旬
に
、
保
険
料
に
関
す

る
通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

  

平
成
20
年
10
月
以
降
も
年
金
か
ら

徴
収
さ
れ
る
方
に
は
、
10
月
に
、
再

度
、
保
険
料
に
関
す
る
通
知
書
が
送

ら
れ
ま
す
。

　
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
な
い
方
は
、

納
付
書
や
口
座
振
替
等
に
よ
り
、
町

へ
個
別
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
、
平

成
20
年
４
月
か
ら
の
徴
収
は
行
わ
れ

ず
、
前
年
の
所
得
額
が
確
定
す
る
７

月
か
ら
の
徴
収
と
な
り
ま
す
。
徴
収

開
始
に
当
た
っ
て
は
、
保
険
料
に
関

す
る
通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
国
保
医
療
係

　
74
―
３
０
０
２
へ
。

し
た
額
が
、
原
則
と
し
て
、
年
金
か

ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。
徴
収
開
始
に
当

た
っ
て
は
、
10
月
上
旬
に
、
保
険
料

に
関
す
る
通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
年
金
か
ら
の
徴
収
が
行
わ
れ
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
納
付
書
や
口
座
振

替
な
ど
に
よ
り
、
町
へ
個
別
に
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
徴
収
開
始
に

当
た
っ
て
は
、
10
月
上
旬
に
、
保
険

料
に
関
す
る
通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行
当

初
に
制
度
に
加
入
さ
れ
る
方
は
、
通

常
ど
お
り
の
保
険
料
額
と
な
り
ま
す

が
、
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
本
人

と
確
認
次
第
、
保
険
料
の
徴
収
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
前
年

の
所
得
額
が
確
定
す
る
７
月
か
ら
の

保
険
料
徴
収
と
な
り
、
納
付
書
や
口

座
振
替
な
ど
に
よ
り
、
町
へ
個
別
に

納
付
し
ま
す
。
徴
収
開
始
に
当
っ
て

は
、
保
険
料
に
関
す
る
通
知
書
が
送

ら
れ
ま
す
。

　
平
成
20
年
10
月
か
ら
は
、
原
則
と

し
て
、
年
金
か
ら
の
保
険
料
徴
収
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
年
金
か
ら
徴
収
さ

れ
る
方
に
は
、
10
月
に
、
再
度
、
保

険
料
に
関
す
る
通
知
書
が
送
ら
れ
ま

す
。
　

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、

保
険
料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。
４
月

上
旬
に
は
、
保
険
料
に
関
す
る
通
知

書
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
た
方
で
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
直
前
に
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
と
な
っ
た
方
に
つ

い
て
は
、
本
来
、
平
成
20
年
度
４
月

か
ら
９
月
ま
で
は
保
険
料
は
徴
収
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
事
務
処
理
の
都
合
に

よ
り
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
、
保
険

料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
方
々
に
は
、
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
と
確
認
次
第
、
特
別

徴
収
を
中
止
し
、
既
に
徴
収
し
た
保

険
料
の
う
ち
、
平
成
20
年
度
中
に
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
料
額
を
超
え
た

額
に
つ
い
て
還
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
平
成
20
年
10
月
か
ら
平
成
21
年
３

月
ま
で
は
、
均
等
割
額
を
９
割
軽
減

　

　
後
期
高
齢
者
制
度
に
加
入
す
る
直

前
に
被
用
者
保
険
（
健
康
保
険
や
共

済
組
合
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、
制
度
加
入
か
ら
２
年

間
、
保
険
料
の
う
ち
「
被
保
険
者
均

等
割
を
半
額
」
に
軽
減
し
ま
す
が
、

平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、
次
の
特

別
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

①
平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、

　
保
険
料
負
担
を
凍
結
し
ま
す
。（
保

　
険
料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。）

②
平
成
20
年
10
月
か
ら
平
成
21
年
３

　 Ⅱ 

被
用
者
保
険
に
加
入
し
て
い
た

       

被
扶
養
者
の
保
険
料
徴
収
に
つ
い
て

　
10
月
以
降
も
年
金
か
ら
の
徴
収
が

行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
再
度
、
10
月

に
、
広
域
連
合
か
ら
「
保
険
料
額
が

確
定
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
通

知
書
」
、
町
か
ら
「
特
別
徴
収
を
行

う
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書
」
、

年
金
保
険
者
か
ら
年
金
の
支
払
ご
と

に
差
し
引
か
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
料
額
を
記
載
し
た
、
「
年
金

の
支
払
額
に
関
す
る
通
知
書
」
が
送

ら
れ
ま
す
。
年
金
か
ら
の
保
険
料
徴

収
額
は
、
広
域
連
合
及
び
町
に
お
い

て
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
徴

収
額
に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

広
域
連
合
又
は
町
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　
10
月
以
降
の
徴
収
の
場
合

２ 

被
用
者
保
険
の
被
保
険

　 

者
本
人
で
あ
っ
た
方

・

１ 

被
用
者
保
険
の
被
扶
養

　 

者
で
あ
っ
た
方

・

３ 

国
民
健
康
保
険
に

　 

加
入
さ
れ
て
い
た
方

・
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で
は
70
歳
に
な
ら
れ
た
方
を
対

　
　
象
に
、
町
内
の
入
浴
施
設
の
利

用
に
際
し
て
助
成
を
行
う
「
入
浴
助

成
事
業
」
や
、
交
通
の
利
便
性
を
図

る
た
め
の
「
福
祉
バ
ス
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
際

し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
と
し
て
対
象
者
の
皆
様
に
「
高
齢

者
福
祉
証
」
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
証
の
申
請
方
法

　
対
象
に
な
ら
れ
る
方
へ
は
、
70
歳

誕
生
日
の
前
月
に
ハ
ガ
キ
に
よ
り
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ

が
届
き
ま
し
た
ら
、
写
真
（
縦
３
㎝

×
横
2.5
㎝
）
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え

本
庁
健
康
福
祉
課
、
洞
爺
湖
温
泉
支

所
及
び
洞
爺
総
合
支
所
住
民
係
い
ず

れ
か
の
窓
口
へ
、
誕
生
日
以
降
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
誕
生
日
が
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の

場
合
は
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
翌
月
曜

若
し
く
は
翌
開
庁
日
の
交
付
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
証
の
受
領
や
切
り
替

え
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
以
下
に
当
て
は
ま
る
方
は
ご
遠
慮

な
く
役
場
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
①
案
内
後
、
ま
だ
「
高
齢
者
福
祉
証
」

　
を
受
領
し
て
い
な
い
方
、
「
高
齢

　
者
福
祉
証
」
を
紛
失
し
た
方
。

②
「
虻
田
町
高
齢
者
福
祉
証
」
か
ら

　
「
洞
爺
湖
町
高
齢
者
福
祉
証
」
へ

　
の
切
り
替
え
が
済
ん
で
い
な
い
方
。

③
「
洞
爺
村
い
こ
い
の
家
入
館
無
料

　
証
明
書
（
但
し
、
70
歳
以
上
に
限

る
）
」
も
し
く
は
「
洞
爺
村
道
南
バ

ス
乗
車
証
」
か
ら
「
洞
爺
湖
町
高
齢

者
福
祉
証
」
へ
の
切
り
替
え
が
済
ん

で
い
な
い
方
。

町

　
　
齢
者
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

　
　
だ
い
て
い
る
「
高
齢
者
入
浴
助

成
券
」
は
、
４
月
１
日
よ
り
「
平
成

20
年
度
用
の
高
齢
者
入
浴
助
成
券

（
新
券
）
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
新

券
の
販
売
は
、
本
庁
健
康
福
祉
課
、

温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支
所
住
民
係

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

□
新
券
購
入
価
格

　
１
枚
１
０
０
円

□
新
券
購
入
限
度
枚
数

　
１
カ
月
15
枚
（
３
カ
月
分
45
枚
ま

で
、
ま
と
め
て
購
入
で
き
ま
す
）

★
平
成
19
年
度
の
高
齢
者
入
浴
助
成

　
券
交
換
の
ご
案
内

　
平
成
19
年
度
中
に
購
入
さ
れ
た

「
高
齢
者
入
浴
助
成
券
（
旧
券
）
」

は
、
４
月
１
日
以
降
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
余
っ
て
し
ま
っ
た
方
は
、

新
券
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

★
入
浴
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
入
浴
助
成
券
を
購
入
さ
れ
る
と
き
、

ま
た
入
浴
の
際
に
は
、
ご
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
必
ず
「
高
齢
者
福
祉
証
」
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
一
般
入
浴
回
数
券
等
に
つ
い
て

　
町
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
「
一
般
入
浴
回
数
券
（
大
人
、

小
学
生
、
幼
児
）
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
券
の
変
更
（
交
換
）
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
既
に
ご
購
入
さ
れ
て
い

る
券
は
継
続
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
様
に
「
松
の
湯
・
い
こ

い
の
家
専
用
入
浴
回
数
券
（
大
人
、

小
学
生
、
幼

児
）
」
に
つ

き
ま
し
て
も
、

継
続
し
て
ご

利
用
で
き
ま

す
。

高

高齢者福祉証
を交付（切替）
しています

高齢者福祉証
を交付（切替）
しています

高齢者福祉証
を交付（切替）
しています

高齢者入浴

助成券販売

高齢者入浴

助成券販売

高齢者入浴

助成券販売
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指
定
を
う
け
る
こ
と
が
免
れ
ら
れ
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
が
も
は
や
限

界
に
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
全
体

の
行
政
運
営
と
し
て
は
、「
町
民
の
要

望
に
広
く
応
え
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
最
大
化
を
追
求
し
、
”
あ
れ
も

こ
れ
も
“
と
網
羅
的
に
施
策
・
事
業

を
実
施
す
る
」
と
い
う
従
来
の
も
の

か
ら
、「
町
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
限
ら
れ
た
行
政
資
源
人
・
も
の

・
金
」
を
ど
の
よ
う
な
戦
略
に
基
づ

い
て
何
に
配
分
す
る
の
か
と
い
う

『
選
択
と
集
中
』
を
徹
底
し
て
い
く
」

8

　
　
入
・
歳
出
の
構
造
的
な
財
源
不

　
　
足
額
が
膨
れ
上
が
り
「
大
幅
な

事
業
費
の
削
減
」
を
推
し
進
め
る
こ

と
が
火
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
18
年
度
に
「
行

政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
改
革
の

具
体
的
な
内
容
を
定
め
た
実
施
計
画

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
き
不

断
に
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
19
年
６
月
15

日
に
成
立
し
た
「
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
の

適
用
が
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
と
な

っ
て
お
り
、
現
在
の
見
通
し
で
は
洞

爺
湖
町
が

”
早
期
健
全
化
団
体
“
の

　 歳

と
い
う
も
の
へ
と
転
換
を
図
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
行
政
運
営

を
行
う
た
め
の
中
核
的
な
ツ
ー
ル

（
道
具
）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の

で
す
。

＊
普
通
会
計
の
公
債
費
は
、
災
害
関

連
事
業
な
ど
の
起
債
事
業
の
累
積
に

よ
り
平
成
21
年
度
が
償
還
の
ピ
ー
ク

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
行
政
評
価
と
は
、「
政
策
・
施
策
・

事
務
事
業
か
ら
な
る
政
策
体
系
を
対

　

象
に
、
そ
の
成
果
や
実
績
な
ど
を
事

前
、
中
間
ま
た
は
事
後
に
お
い
て
、

有
効
性
、
効
率
性
な
ど
の
観
点
か
ら

評
価
す
る
も
の
」
と
一
般
的
に
は
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
、

行
政
活
動
を
顧
客
志
向
、
成
果
志
向

に
転
換
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
行
政
評
価
の
内
容
は
、
一
般
に

「
政
策
」「
施
策
」「
事
務
事
業
」
の
三

つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
大
き
な

行
政
目
標
で
あ
る
「
政
策
」
が
あ
り
、

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
施
策
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

施
策
に
従
っ
て
実
行
す
る
「
事
務

事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
行
政
評
価
も
、

対
象
と
す
る
行
政
活
動
の
レ
ベ
ル
に

よ
っ
て
「
政
策
評
価
」「
施
策
評
価
」

「
事
務
事
業
評
価
」
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

　
行
政
評
価
の
対
象
は
、
本
来
政
策

体
系
全
体
を
評
価
す
る
べ
き
で
す
が
、

洞
爺
湖
町
の
場
合
、
総
合
計
画
の
施

策
の
体
系
が
行
政
評
価
を
行
う
こ
と

を
前
提
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
施
策
体
系
上
の
事
業
と
予
算

上
の
事
業
、
あ
る
い
は
予
算
化
さ
れ

て
い
な
い
事
業
と
が
一
致
し
な
い
状

況
を
生
じ
て
お
り
、
政
策
評
価
、
及

び
施
策
評
価
の
導
入
が
困
難
な
状
況

　

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
こ
の
た
め
、
各
課
等
で
現
在
実
施

し
て
い
る
個
々
の
「
事
務
事
業
」
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
が
妥
当

で
あ
っ
た
か
、
充
分
効
果
が
あ
っ
た

か
、
そ
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
運
営

し
て
い
く
べ
き
か
を
、
事
業
費
だ
け

で
な
く
、
人
件
費
や
発
生
主
義
に
よ

る
減
価
償
却
費
も
計
上
し
、
効
率
性

等
を
ふ
ま
え
て
分
析
・
検
証
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
評
価
対
象
と
す
る
事
務
事
業
は
、

合
併
時
に
作
成
し
た
調
書
を
基
本
と

し
て
、
さ
ら
に
新
規
事
業
等
を
加
え

た
も
の
を
、
新
町
の
総
合
計
画
の

「
政
策
―
施
策
」
の
も
と
に
全
事
務

事
業
を
体
系
化
し
た
う
え
で
、
町
の

裁
量
で
実
施
す
る
お
お
む
ね
５
３
０

件
の
政
策
的
自
治
事
務
を
中
心
に
約

33
％
に
当
た
る
１
７
６
件
を
選
定
し

評
価
を
試
行
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
洞
爺
湖
町
行
政
改
革
実
施

計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
計
画

期
間
で
あ
る
平
成
22
年
度
ま
で
の
間

に
応
用
・
定
着
化
で
き
る
よ
う
事
務

事
業
評
価
の
取
組
み
を
進
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
町
の
活
動
の
状
況
（
成
果
と

課
題
）
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

評
価
結
果
を
活
用
し
て
町
の
仕
事
の

改
善
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
統
合
・

廃
止
等
）
を
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
評
価
と
は
？

洞
爺
湖
町
の

　
　
行
政
評
価
と
公
表

行財政改革の
新たな取組開始
行財政改革の
新たな取組開始
平成19年度事務事業評価

　
平
成
18
年
度
に
「
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
、
改
革
の
具
体
的

な
内
容
を
定
め
た
実
施
計
画
（
集

中
改
革
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
ま
し

た
。
　
計
画
初
年
度
の
平
成
19
年
度
で

は
、
町
が
実
施
す
る
事
務
事
業
の

お
よ
そ
33
％
に
あ
た
る
１
７
６
の

事
業
を
選
定
し
、
評
価
を
し
ま
し

た
。
　
評
価
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
の

で
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
評
価
し
た
事
業
の
詳
し

い
内
容
は
、
本
庁
企
画
防
災
課
、

洞
爺
総
合
支
所
、
温
泉
支
所
及
び

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
18
年
度
に
「
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
、
改
革
の
具
体
的

な
内
容
を
定
め
た
実
施
計
画
（
集

中
改
革
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
ま
し

た
。
　
計
画
初
年
度
の
平
成
19
年
度
で

は
、
町
が
実
施
す
る
事
務
事
業
の

お
よ
そ
33
％
に
あ
た
る
１
７
６
の

事
業
を
選
定
し
、
評
価
を
し
ま
し

た
。
　
評
価
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
の

で
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
評
価
し
た
事
業
の
詳
し

い
内
容
は
、
本
庁
企
画
防
災
課
、

洞
爺
総
合
支
所
、
温
泉
支
所
及
び

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



住　民　課　　74‐3002
　　 　　　〃
健康福祉課　　74－3001
　　 　　　〃
生活環境課　　74－3006
　　 　　　〃　
　　 　　　〃　
洞爺総合支所　　82－5111
　　 　　　〃　
　　 　　　〃　
　　 　　　〃　
産　業　課　　74－3005
観光振興課　　75－4400
管　理　課　　74－3009
総　務　課　　74－3000
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と
考
え
ま
す
。
引
き
続
き
職
員
の
研

修
を
行
い
、
本
制
度
の
習
熟
に
努
め

る
と
と
も
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
評
価
自

体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
制
度
に
つ
い
て
導
入
初
年
度
の

平
成
19
年
度
は
、
試
行
的
に
評
価
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
評
価
シ
ー
ト
に

は
ま
だ
ま
だ
改
善
す
る
余
地
が
あ
る

　

今
後
の
取
組
み

まちづくり総合計画と行政評価対象の階層

基
本
構
想

基
本
構
想
・
実
施
計
画

洞爺湖町の行政評価は、町民のみなさんにとって一番身近な「事務事業」を対象に実施することにしました。

政策

施　　策

事 務 事 業

例）やさしさあふれる健康福祉のまちづくり

例）高齢者福祉の充実

例）敬老祝い金支給事業、地域包括支援センター事業

　　高齢者福祉バス運行業務委託事業　など

＊町では、1,300以上を実施しています。

施策を実現するための具体的な事業

施策を実現するための具体的な方策

や対策（事務事業がまとまった単位）

町が目指すまちづくりの方向や目的を示したもの

洞爺湖町の行政

評価の対象

平成19年度事務事業評価結果
●廃止する事業（２事業）

●目的を達成して終了するもの（４事業）

●当面、休止する事業（１事業）

●平成20年度に縮小する事業（15事業）

事　務　事　業　名 平成20年度の方針 所　　管　　課
上下水道課　　74‐3008
洞爺総合支所　　82‐5111

廃止
　〃

№
１�
２
水道事業徴収委託業務
青年海外長期研修事業

事　務　事　業　名 平成20年度の方針 所　　管　　課
洞爺総合支所　　82‐5111休止

№
１ 国際彫刻ビエンナーレ事業

事　務　事　業　名 平成20年度の方針 所　　管　　課
企画防災課　　74‐3004
健康福祉課　　74‐3001
生活環境課　　74‐3006
洞爺総合支所　　82‐5111

終了
　〃
　〃
　〃

№
１�
２
３�
４

災害対策事業（気象情報の把握）
救急医療啓発普及事業補助金（施設整備補助）
コンポスト購入補助事業
洞爺手づくりカヌーフェスティバル事業補助金

事　務　事　業　名 平成20年度の方針 所　　管　　課
縮小
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

№
１�
２
３�
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15

安全安心のまちづくり事業への補助
洞爺湖町防犯協会運営費負担金
基本健康診断事業（肝炎ウイルス検査等含む）
障害者地域生活支援事業（相談支援事業委託業務）
こん虫等駆除事業
桜公園管理委託業務
資源ごみ集団回収助成事業
洞爺水辺の里財田キャンプ場管理事業
洞爺まちづくり観光協会補助金
洞爺火葬場維持管理事業
街づくりネットワーク事業
「道の駅あぷた」管理運営業務委託
西山・金毘羅火口散策路管理業務事業
虻田高校生通学用スクールバス等運行事業
本庁舎管理運営事業



▽
配
食
サ
ー
ビ
ス
業
務
委
託
事
業

▽
高
齢
者
事
業
団
運
営
事
業
補
助
金

▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　（
さ
わ
や
か
、
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
）

▽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
管
理
及
び
保
守

　
点
検
業
務
委
託

▽
水
道
事
業
検
針
委
託
事
業

▽
下
水
道
管
渠
整
備
事
業

▽
一
般
廃
棄
物
収
集
事
業
　
＊
漁
業

　
系
を
除
く
。

▽
道
路
橋
梁
維
持
事
業
（
ロ
ー
ド
ヒ

　
ー
テ
ィ
ン
グ
ほ
か
）

▽
緑
地
帯
草
刈
委
託
業
務
　
＊
公
園

▽
防
犯
灯
設
置
助
成
事
業

▽
花
い
っ
ぱ
い
運
動
育
苗
管
理
委
託

　
業
務

▽
洞
爺
・
水
の
駅
周
辺
地
区
整
備
事

　
業
▽
町
営
牧
場
管
理
運
営
事
業

▽
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
事
業

▽
洞
爺
い
こ
い
の
家
運
営
事
業

▽
泉
源
管
理
事
業

▽
洞
爺
産
業
ま
つ
り
開
催
補
助
金

▽
緑
地
帯
草
刈
委
託
業
務
　
＊
道
路

▽
湖
畔
公
園
清
掃
等
委
託
業
務

　
＊
洞
爺
地
区

▽
軽
度
生
活
援
助
事
業
（
高
齢
者
除

　
雪
サ
ー
ビ
ス
業
務
）
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▽
広
報
誌
発
行
事
業

▽
消
防
後
援
会
補
助
金

▽
集
会
所
管
理
事
業
（
集
会
所
、
自

　
治
会
館
）

▽
自
治
会
運
営
交
付
金

▽
洞
爺
湖
町
連
合
自
治
会
補
助
金

▽
三
豊
霊
園
草
刈
清
掃
業
務

▽
納
税
貯
蓄
組
合
事
務
費
補
助
金

▽
敬
老
祝
い
金
支
給
事
業

▽
一
般
入
浴
助
成
事
業

▽
松
の
湯
管
理
運
営
事
業

▽
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
（
地

　
域
活
動
セ
ン
タ
ー
委
託
）

▽
移
送
サ
ー
ビ
ス
業
務
委
託
事
業

▽
高
齢
者
交
通
費
助
成
事
業
（
高
齢

　
者
福
祉
バ
ス
運
行
業
務
委
託
）

▽
洞
爺
湖
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
運

　
営
事
業
補
助
金

▽
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
洞
爺
湖
支
部

　
運
営
事
業
補
助
金

▽
集
会
所
等
施
設
周
囲
環
境
整
備

　（
洞
爺
地
区
５
箇
所
）

▽
農
地
基
本
台
帳
の
整
備
（
洞
爺
地

　
区
の
電
算
化
検
討
）

▽
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

　
事
業

　
・
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
・
試
験
ほ
場
運
営
事
業
　

　
・
体
験
農
園
運
営
事
業
（
洞
爺
地

　
　
区
ガ
ラ
ス
温
室
）

▽
体
験
農
園
事
業
へ
の
補
助
　
＊
虻

　
田
地
区

▽
農
業
後
継
者
対
策
事
業
補
助
金

▽
ユ
ウ
キ
あ
る
ク
リ
ー
ン
農
業
総
合

　
推
進
事
業
補
助
金

▽
新
規
就
農
者
対
策
事
業
補
助
金

▽
漁
業
系
廃
棄
物
処
理
施
設
運
営
事

　
業
費
補
助
金

▽
洞
爺
湖
収
穫
ま
つ
り
補
助
金

▽
商
工
会
補
助
金

▽
農
用
地
利
用
改
善
組
合
推
進
活
動

　
事
業
補
助
金

▽
連
合
北
海
道
虻
田
支
部
補
助
金

▽
加
工
流
通
施
設
等
運
営
費
補
助
金

　（
あ
ぷ
た
、
洞
爺
丸
鮮
市
場
）

▽
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
整
備
事

　
業
（
虻
田
地
区
）

▽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
運
営
委
託

　
事
業

▽
森
林
博
物
館
管
理
運
営
委
託
業
務

▽
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
・
北
海
道
ツ
ー

　
デ
ー
マ
ー
チ
事
業
交
付
金

▽
洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
補
助
金

▽
学
童
保
育
事
業

▽
洞
爺
湖
町
青
少
年
健
全
育
成
連
絡

　
協
議
会
補
助
金

▽
社
会
体
育
管
理
事
務（
各
種
教
室
）

▽
洞
爺
湖
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
補
助
金

▽
洞
爺
青
年
団
体
協
議
会
補
助
金

▽
洞
爺
湖
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

　
議
会
補
助
金

▽
洞
爺
湖
町
体
育
協
会
補
助
金

▽
洞
爺
湖
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
補
助

　
金
▽
洞
爺
湖
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

　
補
助
金

▽
ウ
イ
メ
ン
ズ
洞
爺
湖
へ
の
補
助

　（
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
補
助
金
）

▽
社
会
教
育
施
設
管
理
事
業

▽
読
書
の
家
維
持
管
理
事
業

▽
体
育
施
設
管
理
事
業
（
体
育
館
、

　
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

▽
社
会
教
育
団
体
へ
の
補
助

▽
文
化
財
保
存
整
備
事
業

▽
英
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
年
活
動
援

　
助
事
業

▽
姉
妹
町
村
交
流
事
業
（
三
豊
市
）

▽
虻
田
高
等
学
校
に
対
す
る
生
徒
募

　
集
・
部
活
動
へ
の
支
援
事
業

▽
ク
リ
ー
ン
洞
爺
活
動
推
進
事
業
へ

　
の
補
助

▽
生
活
路
線
バ
ス
維
持
費
補
助
金

▽
洞
爺
湖
水
域
安
全
運
航
協
会
交
付

　
金
▽
洞
爺
湖
町
交
通
安
全
町
民
運
動
推

　
進
委
員
会
交
付
金

▽
電
磁
帳
簿
デ
ー
タ
の
更
新
及
び
保

　
守
事
業

▽
保
健
衛
生
指
導
事
業
（
健
康
相
談
、

栄
養
相
談
）

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

　
業
▽
妊
婦
一
般
健
康
診
査
委
託
事
業

▽
結
核
・
が
ん
検
診
事
業

▽
予
防
接
種
事
業

▽
老
人
短
期
保
護
業
務
委
託
事
業

▽
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

　
ー
運
営
業
務
委
託
事
業

▽
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
管
理
業
務
委

　
託
事
業

▽
介
護
予
防
支
援
事
業

▽
高
齢
者
（
入
浴
費
）
助
成
事
業

▽
胆
振
管
内
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　
大
会
分
担
金

▽
洞
爺
湖
町
民
生
委
員
協
議
会
運
営

　
事
業
補
助
金

▽
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
事
業
補
助

　
金
▽
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
洞
爺
湖
町

　
支
部
運
営
事
業
補
助
金

▽
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
負
担
金

　
及
び
障
害
児
早
期
療
育
事
業
負
担

　
金

平
成
20
年
度
以
降
の

　
　
　
　
改
革
に
向
け
て

●
平
成
20
年
度
に
統
合
又
は
統
合

　
を
調
整
す
る
事
業（
１
事
業
）

●
平
成
20
年
度
に
規
模
等
の
内
容
の

　
見
直
し
を
検
討
す
る
事
業
（
71
事
業
）

●
平
成
20
年
度
か
ら
継
続
し
て
現
状
の

　
見
直
し
を
検
討
す
る
事
業
（
64
事
業
）



11

　
業
▽
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
（
洞
爺

　
湖
町
全
体
）

▽
保
育
所
設
置
に
か
か
る
管
理
運
営

　
事
業

　
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

　
　
業

　
・
保
育
所
（
本
町
、
入
江
、
桜
ヶ

　
　
丘
）
用
務
員
業
務
委
託
事
業

　
・
常
設
、
へ
き
地
保
育
所
管
理
運

　
　
営
事
業

▽
洞
爺
高
校
設
置
に
か
か
る
管
理
運

　
営
事
業

　
・
洞
爺
高
校
運
営
事
業

　
・
洞
爺
高
校
寄
宿
舎
運
営
事
業

　
・
洞
爺
高
校
寄
宿
舎
調
理
業
務
委

　
　
託
事
業

▽
救
急
医
療
啓
発
普
及
事
業
補
助
金

▽
洞
爺
湖
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運

　
営
事
業
補
助
金

▽
（
財
）
し
ら
か
ば
愛
育
会
運
営
事
業

　
交
付
金

▽
洞
爺
湖
町
遺
族
会
運
営
事
業
補
助

　
金
▽
公
営
住
宅
建
設
事
業

▽
公
営
住
宅
修
繕
・
環
境
整
備
・
維

　
持
管
理
事
務

▽
町
営
住
宅
収
納
管
理
事
務

▽
３
・
４
・
７
海
岸
通
整
備
事
業

▽
終
末
処
理
場
等
施
設
更
新
事
業

▽
老
朽
管
布
設
替
整
備
事
業

▽
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
推
進
事

　
業
▽
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
廃
棄
物
処
理

　
事
業

▽
生
ご
み
堆
肥
化
施
設
管
理
運
営
事

　
業
（
花
美
館
）

▽
歯
科
診
療
所
運
営
事
業

▽
診
療
所
運
営
事
業

▽
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

▽
虻
田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
整
備
事

　
業
▽
Ａ
Ｃ
と
う
や
研
修
事
業
（
担
い
手

　
育
成
）
補
助
金

▽
家
畜
共
進
会
・
養
豚
共
励
会
補
助

　
金
▽
乳
牛
検
定
推
進
対
策
事
業
補
助
金

▽
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
推
進
事
業
補

　
助
金

▽
21
世
紀
北
の
森
づ
く
り
推
進
事
業

　
補
助
金

▽
社
会
教
育
奨
励
事
業

▽
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
音
響
照
明

　
管
理
委
託
業
務

▽
伝
統
文
化
保
存
会
へ
の
補
助
事
業

　
・
月
浦
獅
子
舞
保
存
会
補
助
金

　
・
曙
獅
子
舞
保
存
会
補
助
金

　
・
香
川
獅
子
舞
保
存
会
補
助
金

▽
給
食
セ
ン
タ
ー
給
食
配
送
業
務
事

　
業
（
洞
爺
湖
町
全
体
）

▽
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
推
進
事
業

▽
Ｊ
Ｅ
Ｔ
外
国
青
年
招
致
事
業

▽
心
の
教
室
相
談
員
配
置
事
業

▽
小
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
運
行

　
事
業

▽
学
校
保
健
会
へ
の
補
助

▽
教
育
研
究
会
へ
の
補
助

▽
教
員
住
宅
維
持
管
理
事
業

▽
校
外
学
習
活
動
に
伴
う
バ
ス
代
等

　
の
支
給
（
小
学
校
）

▽
校
外
学
習
活
動
に
伴
う
バ
ス
代
等

　
の
支
給
（
中
学
校
）

▽
各
種
学
校
行
事
へ
の
報
償
金

▽
洞
爺
湖
町
子
ど
も
芸
術
文
化
フ
ェ

　
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
中
学
校
部
活
動
へ
の
補
助

▽
全
道
及
び
全
国
大
会
出
場
時
の
助

　
成
事
業

▽
中
体
連
参
加
報
償
金

▽
箱
根
町
中
学
生
親
善
交
流
事
業

▽
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事

　

▽
洞
爺
湖
芸
術
館
運
営
事
業

▽
洞
爺
道
の
駅
管
理
運
営
事
業
（
地

　
場
産
品
直
売
所
）

▽
洞
爺
湖
周
辺
地
域
観
光
ル
ネ
サ
ン

　
ス
事
業

●
平
成
20
年
度
、新
た
に

　
取
り
組
む
事
業
（
３
事
業
）

　
み
の
あ
る
方
③
公
募
委
員
に
選
任

　
さ
れ
る
日
に
お
い
て
、
町
の
他
の

　
審
議
会
な
ど
で
委
員
に
選
任
さ
れ

　
て
い
な
い
方
④
町
の
職
員
を
含
む

　
行
政
機
関
の
職
員
又
は
町
議
会
議

　
員
で
な
い
方

◆
締

切

り
　
４
月
23
日
（
水
）
ま
で
。

◆
申
込
方
法
　
所

　
定
の
応
募
用
紙

　
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
持

　
参
ま
た
は
郵
送

　
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
任
　
　
期
　

　
２
年
間

◆
応

募

先
　
行

　
財
政
改
革
審
議

　
会
は
企
画
防
災

　
課
（
　
74
―
３

　
０
０
４
）
へ
／

　
洞
爺
地
区
地
域

　
審
議
会
は
洞
爺

　
総
合
支
所
（
　

　
82
―
５
１
１
１
）

　
へ

※
応
募
用
紙
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　
　
　
　
　
　
か
ら
の
取
り
出
し
又

は
本
庁
舎
、
洞
爺
総
合
支
所
、
温
泉

支
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

（
h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.to
y
ak
o
.

h
o
k
k
aid
o
.jp
）

行財政改革審議会委員

洞爺地区地域審議会委員

☆
地
域
審
議
会
　
合
併
後
の
地
域
の

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
合
併
前
の
町
村
を
単
位
に
、

「
地
域
審
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
新
町
建
設

計
画
に
関
す
る
こ
と
や
地
域
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

☆
行
革
審
議
会

　
洞
爺
湖
町
の
行

財
政
改
革
の
推
進

に
必
要
な
事
項
を

審
議
す
る
た
め
、

行
財
政
改
革
審
議

会
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
委
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
進
行
管

理
な
ど
、
町
の
行

財
政
改
革
の
推
進

に
必
要
な
審
議
を

し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
◆
定
員
　
洞
爺
地

　
区
地
域
審
議
会
　
２
人
・
行
財
政

　
改
革
審
議
会
　
１
人

◆
資
格
　
①
平
成
20
年
４
月
１
日
に

　
お
い
て
20
歳
以
上
の
洞
爺
湖
町
に

　
お
住
ま
い
の
方
（
住
民
基
本
台
帳

　
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
）
②
任
期

　
中
、
継
続
し
て
出
席
で
き
る
見
込

　

再募集再募集再募集
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生活環境課【　74－3006】

今後も、広報誌等にて周知いたします。

平成20年4月1日から施行されています

条例ではこのようなルールが決められています。

洞爺湖町環境条例･洞爺湖町さわやか環境条例

ペットのフンの適正処理
◎ペットを散歩させるときは、フンを処理するための回収容器を携帯して、
　持ち帰り、適正に処理しなければいけません。

【抜粋】（町民及び滞在者等の責務）
第３条　町民等は、自然及び生活環境の保全のため、ごみ及び再生資源を適正に処理
　しなければならない。
２　町民及び滞在者等は、ペットを散歩させるときは、ペットのふんを処理するため
　の用具を常に携行し、そのふんを持ち帰り、適正に処理しなければならない。
３　町民及び滞在者等は、環境美化活動に積極的に参加するとともに、町が実施する
　施策に協力するよう努めなければならない。

事業者の責務
◎事業者は、その事業活動に係るゴミ及び再生資源を適正に処理しなければ
　なりません。
【抜粋】（事業者の責務）
第４条事業者は、その事業活動に係るごみ及び再生資源を適正に処理しなければならない。
２　事業者のうち、消費することによりごみ又は再生資源となる物の製造、加工、販売等
　を行う者は、自ら不法投棄等の防止のための措置を講ずるとともに、消費者の意識を高
　めるよう努めなければならない。
３　事業者は、町が実施する施策に協力するよう努めなければならない。

ごみの分別収集
◎分別収集及びごみの資源化に協力しなければいけません。
【抜粋】（分別収集への協力）
第15条　町民等は、環境への負荷の軽減のため町が実施する分別収集及びごみの資
　源化に協力するよう努めなければならない。

　すでに多くの団体、個人のみなさんが活動をはじめています。
　道路や公園など地域の公共の場をみなさんの手で守ってみませんか？

　【登録状況】 ○ 個人15名　○ 団体10団体（226名）（3月25日現在）
  　　    　　　 　　　　　　　　　　※登録は引き続き受け付けています。

まち美化ボランティア
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木を“植える心”“育てる心”広げませんか?木を“植える心”“育てる心”広げませんか?

　私たちは、呼吸により酸素を取り込み、二酸化炭素を出しています。

また、私たちは生活においても、灯油や電気等を消費することで、二酸化

炭素を大気中に排出しています。

　森林は、光合成によって大気中の二酸化炭素を吸収し、炭素を貯蔵しな

がら成長することで、二酸化炭素の吸収・貯蔵に重要な役割を果たしてお

り、地球温暖化の防止に貢献しています。

　４月から６月まで、毎月１回の町民清掃をおこないます。

道路わきなどにポイ捨てされた空き缶などのゴミを拾って、私たちの手で美

しいまちを守りましょう。

　集めたゴミは、自治会ごとに指定する場所に集めてください。

【第１回 町民清掃】

日時：平成20年４月20日（日）　午前7：00から

※各自治会に指定ゴミ袋を配布します。

※道路上にある土や砂は、ゴミ袋には入れないでください。

　道民が１年に呼吸により放出するCO2量は、
炭素重量で約80kgです。
　これは、50年生のトドマツ （太さ20㎝，高さ20ｍ）
19本が１年間に吸収する量に相当します。

　道民１人が１年に排出するCO2量は、炭素重量で
約3.56ｔ-Ｃです。
　50年生のトドマツ830本（1.2ha）が１年間に吸収
する量に相当します。

きれいなまちは気持ちから! 町民清掃に参加しましょう。

人の呼吸量と比較すると？



　
　
成
14
年
か
ら
１
年
間
、
旧
洞
爺

　
　
村
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
年
と
し

て
滞
在
し
た
ベ
ン
・
マ
ン
サ
ー
さ
ん

の
写
真
展
「
忘
れ
ら
れ
た
友
人
た
ち
」

が
、
２
月
28
日
～
３
月
９
日
ま
で
と

う
や
水
の
駅
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
帰
国
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
タ
イ
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
り
、
そ
の
際

国
境
で
難
民
生
活
を
す
る
カ
レ
ン
族

を
撮
影
し
、
母
国
で
写
真
展
な
ど
を

開
催
。

　
今
回
「
実
情
を
是
非
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
写
真
展
の
依
頼
が
当
時
同
氏

を
受
け
入
れ
た
洞
爺
国
際
交
流
協
会

に
あ
り
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
窓

　

口
と
な
り
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
屈
託
の
な
い
子
供
の
笑
顔
や
結
婚

式
の
風
景
な
ど
に
入
場
者
は
、
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

平

こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
青
木
佐
智
子
さ
ん
を
講
師

に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の

実
技
と
指
導
を
研
修
し
ま
し
た
。

念
を
晴
ら
し
、
選
手
ら
は
喜
び
に
浸

っ
て
い
ま
し
た
。

（
３
年
＝
当
時
）
も
優
勝
し
、
高
い

レ
ベ
ル
の
大
会
で
の
好
成
績
に
、
三

人
と
も
喜
び
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
な
お
新
く
ん
は
、
３
月
18
日
行
わ

れ
た
２
０
０
８
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
で
も
優
勝
を
勝
取
り
ま

し
た
。

旧洞爺村在住の英国青年ベンさん
カレン族の写真展開催

女　性　学　級
男女共同参画の講演会開く

虻中勢大活躍
全国スキー大会で横山君、新君優勝

洞爺湖ファイターズＪ優勝
道新杯小学生雪合戦大会
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月
28
日
洞
爺
湖
町
役
場
防
災
研

　
　
修
ホ
ー
ル
で
、
教
育
委
員
会
主

催
の
洞
爺
湖
町
女
性
学
級
「
男
女
共

同
参
画
社
会
を
考
え
る
」
が
開
催
さ

れ
、
講
演
会
と
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。
　
参
加
し
た
の
は
、
農
協
、
商
工
会

の
女
性
部
や
町
内
の
女
性
団
体
か
ら

約
30
人
。

　
講
演
会
で
は
、
「
女
性
の
知
恵
袋

で
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
・
女
性
の

役
割
」
と
題
し
て
枝
木
順
子
さ
ん

（
オ
フ
ィ
ー
スE

D
A
k
I

代
表
）
が
講

話
。「
男
女
が
人
間
と
し
て
尊
敬
し
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
め
合
う
」

２

　
　�

月
２
日
第
７
回
道
新
杯
小
学
生

　
　
雪
合
戦
大
会
（
北
海
道
新
聞
社

主
催
）
が
、
札
幌
市
の
サ
ッ
ポ
ロ
さ

と
ら
ん
ど
特
設
コ
ー
ト
で
開
か
れ
、

当
町
か
ら
参
加
し
た
洞
爺
湖
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
Ｊ
が
２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
道
内
39
チ
ー
ム
約
３
５
０

人
が
参
加
。
洞
爺
湖
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

Ｊ
は
、
決
勝
戦
ま
で
相
手
に
セ
ッ
ト

を
奪
わ
せ
な
い
会
心
の
戦
い
を
展
開

し
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
伊
達
ブ
ル
タ
イ
Ａ
と

対
戦
し
、
２
対
１
で
勝
利
を
収
め
ま

し
た
。
地
元
大
会
で
優
勝
逃
し
た
無

　 ３ 　
　�

月
１
日
岩
手
県
雫
石
町
で
開
か

　
　
れ
た
第
15
回
全
日
本
選
抜
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
（
全
日
本
ス
キ

ー
連
盟
主
催
）
で
、
虻
田
中
の
３
人

が
優
勝
を
含
め
、大
活
躍
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の

ラ
ン
ク
60
位
以
内
の
選
手
が
、
ス
ー

パ
ー
大
回
転
の
１
種
目
で
競
い
あ
う

も
の
で
、
虻
田
中
か
ら
は
、
中
学
生

の
部
と
Ｆ
Ｉ
Ｓ
の
部
に
出
場
。

　
結
果
、
中
学
生
の
部
で
新
賢
範
く

ん
が
（
２
年
＝
当
時
）
優
勝
し
、
因

幡
憲
人
く
ん
（
３
年
＝
当
時
）
が
６

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｆ
Ｉ
Ｓ

の
部
に
参
加
し
た
横
山
駿
太
く
ん

３

写真に見入る来場者写真に見入る来場者レクリエーションゲームの実技を行う参加者レクリエーションゲームの実技を行う参加者

大活躍の虻中トリオ気合の入った表情を見せる試合直前の選手ら気合の入った表情を見せる試合直前の選手ら



　
　�

月
16
日
第
９
回
北
海
道
こ
ど
も

　
　
囲
碁
大
会
が
札
幌
市
教
育
文
化

会
館
で
開
か
れ
、
２
―
５
級
の
部
で
、

成
島
勇
く
ん
（
虻
田
小
４
年
＝
当
時
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
室
蘭
地
区
予
選
を
準
優
勝
で
突
破

し
、
本
大
会
出
場
を
獲
得
。
全
道
か

ら
参
加
し
た
小
、
中
学
生
と
対
局
し
、

無
敗
で
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
小
学
３
年
生
か
ら
洞
爺
湖
囲
碁
連

盟
（
西
村
則
雄
会
長
）
の
囲
碁
教
室

で
練
習
を
重
ね
、
今
回
は
腕
を
撫
し

て
の
全
道
大
会
出
場
。
優
勝
を
目
標

に
し
て
い
た
だ
け
あ
っ
て
、
喜
び
も

ひ
と
し
お
。「
優
勝
出
来
て
う
れ
し
い
。

　
　�

会
福
祉
協
議
会
（
伊
藤
博
会
長
）

　
　
が
、
社
会
福
祉
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
例
年
こ
の
時
期
開

催
し
て
い
る
「
小
学
生
ふ
く
し
教
室
」

が
、
３
月
16
日
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
わ
や
か
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
虻
田
小
、
洞
爺

湖
温
泉
小
の
４
―
５
年
生
20
人
で
、

障
害
擬
似
体
験
や
車
い
す
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　
車
い
す
体
験
で
は
、
近
く
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
出
掛
け
、
車

い
す
で
買
物
を
し
て
、
日
頃
感
じ
る

こ
と
の
な
い
困
難
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。

合
格
。
中
学
か
ら
夢
見
た
レ
ス
ラ
ー

実
現
へ
歩
き
出
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
北
海
道
ノ
ー
ギ
ア
ベ
ン
チ

プ
レ
ス
選
手
権
大
会
で
は
、
１
３
５

㎏
を
挙
げ
て
北
海
道
記
録
（
サ
ブ
ジ

ュ
ニ
ア
）
で
優
勝
す
る
な
ど
、
１
７

０
㎝
の
小
兵
な
が
ら
、
メ
キ
メ
キ
と

腕
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
「
中
学
か
ら
の
夢
が

か
な
う
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
固

い
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　
川
越
支
部
長
は
「
デ
ビ
ュ
ー
戦
を

ぜ
ひ
見
た
い
。
内
藤
選
手
の
よ
う
に

郷
土
に
錦
を
飾
っ
て
欲
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

小学生ふくし教室
車いす体験などで社会福祉へ理解

全道こども囲碁大会
虻田小４年成島くん優勝

鈴木勇人さん夢のプロレスラーの道へ
プロレス団体へ入門

輝かしい成績を顕彰
体 育 協 会 表 彰 式
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小
牧
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協

　
　
会
虻
田
支
部
（
川
越
和
彦
支
部

長
）
に
所
属
し
て
、
筋
力
ア
ッ
プ
に

励
ん
で
き
た
鈴
木
勇
人
さ
ん
（
入
１

区
）
が
、
今
春
伊
達
高
校
を
卒
業
し

て
、
プ
ロ
レ
ス
団
体
の
謙
介
（
佐
々

木
）
オ
フ
ィ
ス
の
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
に

　

こ
れ
か
ら
は
初
段
を
取
り
、
も
っ
と

強
く
な
り
た
い
」
と
次
の
目
標
で
あ

る
段
位
所
得
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

社３

ス 苫

車いすでの買物に挑戦する児童ら車いすでの買物に挑戦する児童ら優勝を喜ぶ成島勇くん優勝を喜ぶ成島勇くん

輝かしい成績を挙げ受賞した皆さん輝かしい成績を挙げ受賞した皆さん

�

▽
虻
田
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

　
　
ポ
ー
ツ
で
輝
か
し
い
成
績
を
残

　
　
し
た
人
を
表
彰
す
る
、
平
成
19

年
度
洞
爺
湖
町
体
育
協
会
表
彰
式

（
同
協
会
主
）
が
、
３
月
26
日
ふ
れ

合
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

◆
功
労
賞

▽
石
田
静
子
さ
ん

◆
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
■
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

▽
横
山
駿
太
さ
ん
（
虻
田
中
学
校
）

▽
新
賢
範
さ
ん
（
虻
田
中
学
校
）

　
■
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

▽
因
幡
憲
人
さ
ん
（
虻
田
中
学
校
）

　
■
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

プロレスラーへの夢を実現する鈴木さんプロレスラーへの夢を実現する鈴木さん



　
　
爺
湖
町
大
原
で
は
、
今
か
ら
お

　
　
よ
そ
２
０
、
０
０
０
年
前
の
旧

石
器
時
代
の
石
器
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
遺
跡
は
標
高
３
０
０
ｍ
ほ
ど

の
高
台
に
あ
っ
て
、
羊
蹄
山
や
洞
爺

湖
を
望
む
と
て
も
眺
め
の
よ
い
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
周
辺

は
、
明
治
20
年
に
三
橋
政
之
を
は
じ

め
と
す
る
移
住
団
が
開
墾
の
ク
ワ
を

初
め
て
下
ろ
し
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
遺
跡
の
近
く
に
は
大
原
川
が
流
れ

て
い
ま
す
。
２
０
、
０
０
０
年
前
の

地
形
は
今
と
は
大
き
く
違
う
の
で
し

ょ
う
が
、
や
は
り
近
く
に
は
川
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
川
は
、

自
分
た
ち
の
飲
み
水
と
し
て
使
う
の

は
も
ち
ろ
ん
、
食
料
と
な
る
動
物
た

ち
の
飲
み
水
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
こ
か
ら
獲
物
を
獲
る
た
め
の
石
器

が
見
つ
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
動
物

た
ち
を
追
っ
て
、
ヒ
ト
も
ま
た
こ
の

地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
い
う
こ
と

を
物
語
り
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
時
期
は
食
料
を
求
め

て
自
然
の
中
を
歩
き
回
る
く
ら
し
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
シ
カ
や

ク
マ
な
ど
と
同
じ
く
、
ヒ
ト
も
自
然

の
中
の
一
部
分
と
考
え
て
も
い
い
で

し
ょ
う
。

　
こ
う
い
っ
て
し
ま
う
と
い
わ
ゆ
る

「
原
始
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
ま
る

と
思
い
ま
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。
大
原
遺
跡
の
石
器
の
作

り
方
を
み
る
と
、
幅
１
㎝
ほ
ど
の
カ

ミ
ソ
リ
の
よ
う
な
石
器
（
細
石
刃
）
が

必
要
な
だ
け
な
の
に
、
そ
の
前
段
階

と
し
て
大
人
の
手
の
ひ
ら
く
ら
い
の

大
き
な
石
全
体
の
形
を
念
入
り
に
整

え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
作
業

を
す
る
の
に
は
、
大
変
な
時
間
と
労

力
、
そ
し
て
何
よ
り
知
識
を
必
要
と

し
ま
す
。

　
５
０
０
万
年
と
い
わ
れ
る
人
類
の

歴
史
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
や

経
験
が
培
わ
れ
て
、
次
の
縄
文
時
代

に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
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洞

　
　
爺
湖
温
泉
利
用
共
同
組
合
（
川

　
　
南
明
則
理
事
長
）
は
、
導
入
を

目
指
し
て
き
た
重
油
ボ
イ
ラ
ー
に
代

わ
り
、
温
泉
の
排
水
熱
を
利
用
し
て

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
シ
ス
テ
ム
の
完
成
を
祝
い
、
３

月
７
日
現
地
見
学
会
と
竣
工
式
・
記

念
式
典
を
開
き
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
開
催
前
に
し
て
の
地
域

全
体
で
の
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み

で
、
温
泉
街
全
体
で
の
同
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は
、
国
内
初
め
て
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
重
油
で
、

48
度
―
50
度
に
加
温
し
て
供
給
し
て

い
た
の
を
、
35
度
前
後
の
温
泉
の
排

水
熱
を
利
用
し
て
加
温
す
る
も
の
で
、

年
間
で
燃
料
代
が
約
３
、
０
０
０
万

抑
え
ら
れ
、
二
酸
化
炭
素
も
１
、
７

０
０
ト
ン
の
削
減
が
見
込
め
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
取
組
み
と
し
て
、

全
国
の
温
泉
地
か
ら
も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

兵
器
を
『
持
た
ず
・
つ
く
ら
ず
・
持

ち
込
ま
せ
ず
』
の
非
核
三
原
則
を
守

り
、
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
っ
て
、

こ
こ
に
『
洞
爺
湖
町
非
核
平
和
の
町

宣
言
』
を
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

洞　
　
１
回
洞
爺
湖
町
議
会
定
例
会
最

　
　
終
日
の
３
月
19
日
、「
洞
爺
湖
町

非
核
平
和
の
町
宣
言
」
決
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
議
の
内
容
は
、「
２
０
０
８
年
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
、
核

　 第

15

４月１
日

洞爺湖芸術館
オープン

洞爺湖芸術館
オープン

　旧洞爺村役場を改修し完成さ
せた洞爺湖芸術館のオープニン
グセレモニーが、３月２５日、
同館の前庭で行われました。
　「洞爺村国際ビエンナーレ」
の作品、彫刻家砂澤ビッキさん
木彫作品、写真家並河萬里さん
の作品の他、三島由紀夫や谷崎
潤一郎のサイン入り初版本など
の貴重な文学作品が展示されて
います。
　式典では、長崎町長が「自然
豊かな洞爺湖のそばに開館でき
ることをうれしく思います。こ
の開館を機に町民といっしょに
芸術と文化の振興に尽くしたい」
と挨拶。
　このあと来賓者が、テープカ
ットを行いオープンを祝いまし
た。
　観覧料は、一般300円、高
校生200円、小中学生100円。
休館は月曜日。

縄文人の心と文化
シリーズ①

教育委員会　学芸員　角　田　隆　志教育委員会　学芸員　角　田　隆　志

～自然との
　　共生を探る～

ＣＯ２大幅削減
温泉排水の熱を
利用する
システム完成

「
洞
爺
湖
町
非
核
平
和
の
町
宣
言
」決
議
を
可
決

完成を祝ってテープカットする来賓者ら完成を祝ってテープカットする来賓者ら

大原遺跡から出土した石器
＝細石刃核（矢野貞信氏蔵）

完成を祝う竣工式・記念式典完成を祝う竣工式・記念式典



　
　
爺
湖
町
で
は
、
２
０
０
０
年
噴

　
　
火
に
よ
る
土
地
の
境
界
及
び
面

積
を
正
し
く
把
握
す
る
た
め
、
平
成

16
年
度
よ
り
地
籍
の
再
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
調
査
期
間
は
１
地
区
を
３
年
で
実

施
し
て
お
り
、
平
成
16
年
度
調
査
開

始
の
洞
爺
湖
温
泉
の
一
部
、
三
豊
の

一
部
、
泉
の
一
部
地
区
が
国
の
認
証

を
受
け
て
、
平
成
20
年
２
月
に
法
務

局
の
登
記
事
務
が
完
了
い
た
し
ま
し

　

た
。
　
今
後
の
調
査
に
当
た
り
町
民
皆
さ

ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
建
設
課

地
籍
調
査
推
進
室
（
　
74
‐
３
０
１

２
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
調
査
年
度
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

●
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
ま

　
で
高
砂
町
の
一
部
・
入
江
の
一
部

　
・
泉
の
一
部
の
地
区

●
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま

　
で
入
江
の
一
部
・
泉
の
一
部
の
地

　
区
●
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

　
で
泉
の
一
部
・
三
豊
の
一
部
・
洞

　
爺
湖
温
泉
の
一
部
の
地
区
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菜
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
お

　
　
い
し
く
、
楽
し
み
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
で
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
洞
爺
湖
町
消
費
者
連
絡
会

で
は
、
イ
タ
ド
リ
の
油
炒
め
や
ヨ
モ

ギ
団
子
な
ど
の
山
菜
料
理
を
作
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
当
連
絡
会
で
作

っ
た
料
理
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

●
ふ
き
の
と
う
味
噌

　
①
ふ
き
の
と
う
の
花
芯
を
取
り
、

葉
、
茎
だ
け
を
み
じ
ん
切
り
に
し
て
、

水
に
さ
ら
し
て
あ
く
を
取
り
除
き
ま
す
。

　
②
あ
く
抜
き
を
終
え
た
ら
、
し
っ

か
り
水
切
り
を
し
て
油
を
入
れ
た
鍋

で
炒
め
ま
す
。

　
③
味
噌
、
砂
糖
、
鷹
の
ツ
メ
を
入

れ
て
練
り
上
げ
出
来
上
が
り
で
す
。

●
う
ど
の
き
ん
ぴ
ら

　
①
太
め
に
せ
ん
切
り
に
し
、
水
に

さ
ら
し
ま
す
。
そ
の
後
、
油
で
炒
め
、

山

洞

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
　
７
５
ｇ
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
　
７
５
ｇ
　
４
０
０
円

　
毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

頃
に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅

　
　
76
ー
４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　
　
75
ー
２
７
０
４

役
場
　
産
業
課
　
　
74
ー
３
０
０
５

酸 醤
油
、
砂
糖
、鷹
の
つ
め
を
入
れ
て
味

つ
け
を
し
、
少
し
硬
め
に
炒
め
ま
す
。

●
ヨ
モ
ギ
団
子

　
①
ヨ
モ
ギ
は
少
し
大
き
く
な
っ
た

も
の
を
取
っ
て
、
重
曹
を
入
れ
た
お

湯
で
青
く
な
る
ま
で
、
柔
ら
か
く
な

る
ま
で
茹
で
ま
す
。

　
②
茹
で
上
が
っ
た
ら
す
ぐ
に
水
に

さ
ら
し
、
水
切
り
し
、
砂
糖
、
塩
を

入
れ
て
味
つ
け
を
し
ま
す
。

　
③
小
麦
粉
を
少
し
づ
つ
混
ぜ
て
い

き
ま
す
。
小
麦
粉
の
入
れ
過
ぎ
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
敷
き
、
ゆ

っ
く
り
と
焼
い
て
出
来
上
が
り
。

◆
消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り
◆

山
菜
は
大
地
の
無
農
薬
野
菜

消
費
者
連
絡
会
の

お
す
す
め
品

今年度も地籍の

調査を実施

します

今年度も地籍の

調査を実施

します

今年度も地籍の

調査を実施

します
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洞
爺
湖
町
地
籍
調
査
年
度
計
画

洞爺湖温泉

三豊

入江

泉

高砂町

平成16年度
～同18年度

平成19年度
～同21年度

平成18年度～同20年度

平成17年度
～同19年度

平成17年度
～同19年度

三豊

入江

泉

高砂町

平成16年度
～同18年度

平成16年度
～同18年度

平成19年度
～同21年度

平成18年度～同20年度

平成17年度
～同19年度

平成17年度
～同19年度



　
　
成
20
年
度
の
学
生
免
除
の
受
付

　
　
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
が
無
い
学
生
の
方
が
、
将
来
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障

害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
と
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る

た
め
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
学
生
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
な
い
の
で
満
額
の
老
齢
年
金
を
受

け
と
る
た
め
に
は
、
そ
の
後
10
年
間

の
内
に
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
所
得
の
あ
る
学
生
の
方

軒
氷
柱
太
る
休
み
の
製
材
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

風
船
に
息
吹
く
美
人
ひ
ょ
つ
と
こ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

解
凍
魚
圧
す
る
光
り
春
告
魚
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

湾
の
青
日
海
に
深
む
春
半
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

有
珠
岳
の
見
え
て
吹
雪
の
中
休
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

い
つ
の
間
に
少
女
の
羽
化
や
ク
ロ
ッ
カ
ス
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

児
ら
走
る
あ
と
先
に
舞
ふ
春
の
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
怜
　
子

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
地
な
る
町
役
場

　
　
　
　
あ
ざ
や
か
に
八
ツ
の
国
旗
は
た
め
く
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

迫
り
く
る
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
山
の
辺
に

　
　
　
　
首
脳
迎
へ
て
熱
き
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

わ
が
国
で
五
回
目
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は

　
　
　
　
首
脳
迎
ふ
る
準
備
は
す
す
む
　
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

潮
鳴
り
て
今
日
も
暮
れ
ゆ
く
こ
の
町
に

　
　
　
　
に
は
か
に
浮
上
す
る
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

青
き
星
子
孫
の
た
め
に
残
さ
ん
と

　
　
　
　
期
待
多
か
る
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

こ
こ
一
番
老
も
若
き
も
躍
動
し

　
　
　
　
未
来
を
築
き
ぬ
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

春
の
月
老
桜
て
ら
す
ほ
っ
こ
り
と

　
　
　
　
サ
ミ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
切
れ
と
言
う
人
よ
　
　
中
　
野
　
イ
　
マ

サ
ミ
ッ
ト
が
穏
や
か
に
あ
れ
と
祈
り
つ
つ

　
　
　
　
爆
音
ひ
び
く
夜
空
見
上
げ
る
　
　
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

平
和
な
る
地
球
環
境
を
テ
ー
マ
に
と

　
　
　
　
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
成
功
祈
る
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
三
月
定
例
会

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
三
月
定
例
会

の
き  

つ
ら
ら

こ

あ
つ

に
　
し
　
ん

は
、
基
準
額
以
下
の
場
合
に
特
例
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
学
生
納
付
特
例
制

度
の
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

毎
年
の
申
請
が
必
要
で
し
た
が
、
平

成
19
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
の

承
認
を
受
け
た
方
で
引
き
続
き
平
成

20
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
送
ら
れ

る
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
20

年
度
（
平
成
20
年
４
月
～
平
成
21
年

３
月
）
に
つ
い
て
も
学
生
納
付
特
例

申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
初
め
て
、
学
生
納
付
特
例
を
申
請

い
た
だ
く
方
、
平
成
19
年
度
の
学
生

納
付
特
例
の
承
認
に
な
っ
て
い
な
い

方
は
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ

キ
）
が
送
ら
れ
な
い
た
め
、
ま
た
、

在
学
さ
れ
る
学
校
等
に
変
更
の
あ
る

方
は
在
学
期
間
の
確
認
が
必
要
な
た

め
に
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
に
よ
り
申
請

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
町

役
場
本
庁
、
各
支
所
国
民
年
金
担
当

窓
口
又
は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務

所
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
又
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
・
学
生
証
又
は

在
学
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）
・
印
鑑

（
本
人
が
申
請
書
を
記
入
す
る
場
合

は
不
要
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
の
学
校
に
は
、
学
生

納
付
特
例
の
該
当
と
な
ら
な
い
学
校

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
74
‐
３
０
０
２
か
又
は
室
蘭
社
会

保
険
事
務
所
　
０
１
４
３
‐
24
‐
７

１
０
４
へ
。

平
あ
な
た
の
た
め
･
み
ん
な
の
た
め
の
年
金
だ
よ
り

…
そ
こ
が
知
り
た
い

学
生
納
付
特
例
制
度
っ
て

ど
ん
な
制
度
？

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
手

続
き
簡
素
化
さ
れ
ま
す
！

申
請
書（
ハ
ガ
キ
）に
よ
る

申
請
が
で
き
な
い
方
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5月1日から

戸籍の窓口での

「本人確認」が

法律で義務付け

　
　
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
、「
戸
籍
法
の

　
　
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に

よ
り
、
戸
籍
の
証
明
書
（
謄
本
・
抄
本
等
）

を
請
求
す
る
と
き
に
窓
口
に
来
ら
れ
た
方

の
「
本
人
確
認
」
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
の

本
人
確
認
書
類
が
必
要
と
な
り
提
示
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
（
代
理
人
や
使
い
の
方
は
、

本
人
確
認
書
類
の
ほ
か
委
任
状
書
類
が
必

要
）。

　
同
様
に
住
民
票
を
請
求
す
る
と
き
に
も

「
本
人
確
認
」
を
行
う
予
定
で
、
こ
れ
ら

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

平



　
　
野
火
災
は
、
例
年
春
先
に
多
く

　
　
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期

に
林
野
火
災
が
多
い
の
は
、
枯
草
が

地
上
に
積
も
り
、
下
草
が
枯
れ
て
い

る
上
、
降
雨
量
が
少
な
く
、
空
気
が

乾
燥
し
、
季
節
風
が
吹
く
な
ど
林
野

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
が

重
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
春
先
に
な

る
と
火
入
れ
が
行
わ
れ
た
り
、
山
菜

採
り
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
よ
り
入
山
者
が
増
え
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
出
火
に
よ
る
林
野
火
災
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
　

　
　
月
20
日
（
日
）
か
ら
30
日
（
水
）
ま

　
　
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
、
春
の

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
て
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災

に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
当
た
っ

て
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生

防
止
対
策
の
要
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。

洞爺湖消防署（　76-2119）･温泉分署（　73-1119）･洞爺支署（　87-2119）･『火災・救急・救助119番』
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☆
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　

　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　（
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
）

三
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

四
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

４

２
月
の

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
29
件

消
防
だ
よ
り

４
月
の
広
報
テ
ー
マ

「 

林 

野 

火 

災 

の 

防 

止 

」

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
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林 林
野
火
災
を
防
ご
う

・
枯
草
な
ど
の
あ
る
、
火
災
が
起
こ

　
り
や
す
い
場
所
で
は
た
き
火
は
し

　
な
い
こ
と

・
各
自
の
ゴ
ミ
は
、
指
定
さ
れ
た
場

　
所
に
捨
て
る
か
持
ち
帰
る
な
ど
マ

　
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

失
火
防
止
の
た
め
の

　
　
　
　
注
　
意
　
点

　
　
防
署
で
は
、
消
防
水
利
を
冬
季

　
　
間
に
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

定
期
的
に
水
利
点
検
を
行
い
、
降
雪

が
あ
れ
ば
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

職
員
が
巡
回
す
る
と
、
す
で
に
除
雪

が
完
了
し
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
所

が
数
箇
所
あ
り
、
ご
近
所
の
方
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
　
今
年
も
寒
い
中
、
消
防
水
利
の
除

雪
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ

の
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
水
利
の

　
　
　
除
雪
の
お
礼

消

す
る
に
あ
た
り
、
有
珠
山
噴
火
に
と

も
な
い
洞
爺
湖
温
泉
地
区
の
消
防
団

員
の
減
少
と
本
町
地
区
へ
の
移
転
に

よ
り
人
員
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
本
町
地
区
の
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
し
、
第
１
分
団
の
団
員
を
招

集
し
て
洞
爺
湖
温
泉
地
区
及
び
月
浦

・
花
和
地
区
の
火
災
時
の
消
火
活
動

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
１
分
団
及
び
第
２
分
団

で
本
町
地
区
に
居
住
し
て
い
る
団
員

は
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
時
に
本
町
地
区

で
の
火
災
現
場
が
確
認
で
き
な
い
と

き
は
、
消
防
署
に
集
合
す
る
こ
と
。

　
洞
爺
湖
温
泉
地
区
及
び
月
浦
・
花

和
地
区
火
災
時
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
召

集
開
始
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
よ

り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
町
地
区
以
外
の
火
災
時
の

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
召
集
に
つ
い
て

・
火
気
を
使
用
す
る

　
場
合
は
、
周
囲
の

　
可
燃
物
の
状
況
に

　
十
分
注
意
す
る
と

　
と
も
に
、
消
火
用

　
の
水
な
ど
を
必
ず

　
用
意
す
る
こ
と

・
強
風
注
意
報
や
乾

燥
注
意
報
な
ど
　
が

発
令
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
火
気
使
用
は
控
え
る
こ
と

　
　
爺
湖
温
泉
・
月
浦
・
花
和
地
区

　
　
の
火
災
時
に
消
防
団
員
を
招
集

洞

統
一
標
語

「
火
は
見
て
る

　
　
あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　
　
そ
の
時
を
」



　
　
年
全
国
的
に
麻
疹
（
は
し
か
）
が

　
　
流
行
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
で

も
室
蘭
地
区
で
患
者
が
多
く
発
生
し
、

心
配
さ
れ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は

①
免
疫
の
低
下
で
す
。
１
回
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
て
免
疫
が
で
き
た

け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
免
疫
の
記
憶
が

弱
く
な
っ
て
、
効
果
が
下
が
っ
て
き

た
人
が
多
い
た
め
で
す
。
②
10
代
後

半
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
い
な

い
人
が
多
い
た
め
、
若
い
学
生
の
間

で
集
団
感
染
が
続
発
し
て
い
る
の
で

す
。

内
に
18
歳
に
な
る
者
）
が
定
期
予
防

接
種
対
象
者
に
な
り
ま
す
。
　
　

　
対
象
の
方
に
は
個
人
通
知
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
体
調
の
よ
い
時

に
必
ず
お
子
さ
ん
に
受
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
疑
問
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
　
76
―
４
０
０

６
）
へ
。
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近

健康福祉センター 　76－4006
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全
国
的
に
は
し
か
流
行

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

な
ぜ
流
行
が

起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

空
気
感
染
を
し
、
咳
、
く
し
ゃ
み
が

か
か
ら
な
く
て
も
患
者
さ
ん
と
同
じ

部
屋
に
い
る
だ
け
で
、
免
疫
の
な
い

人
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
が
感
染
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
感
染
力
な

　

ん
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
６
倍
に
も

な
り
ま
す
。
感
染
す
る
と
ほ
と
ん
ど

の
人
に
高
熱
や
発
疹
の
症
状
が
出
て

ま
す
。
ま
れ
に
肺
炎
や
脳
炎
を
起
こ

す
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
ま
た
10
日

あ
ま
り
高
熱
が
続
く
の
で
体
が
と
て

も
弱
り
ま
す
。

麻
疹
は
ど
ん
な

　
　
　
病
気
で
し
ょ
う
？

　
従
来
の
１
期
―
生
後
12
カ
月
以
上

24
カ
月
未
満
の
者
、
２
期
―
５
歳
以

上
７
歳
未
満
で
小
学
校
入
学
前
の
１

年
間
に
加
え
て
、
平
成
24
年
ま
で
の

間
は
、
３
期
―
中
学
１
年
生
相
世
代

（
年
度
内
に
13
歳
に
な
る
者)

、
４

期
―
高
校
３
年
生
相
当
世
代
（
年
度

麻
疹
・
風
疹
予
防
接
種
が

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
治
療
法
は
な
く
、

予
防
接
種
が
一
番
で
す
。
現
在
は
免

疫
を
し
っ
か
り
つ
け
る
た
め
２
回
接

種
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
麻
疹
は
例
年
、
春
か
ら
初
夏
に
か

け
て
流
行
の
最
盛
期
を
迎
え
る
た
め
、

今
後
も
注
意
が
必
要
で
す
。
も
し
発

熱
、
咳
、
発
疹
な
ど
疑
わ
し
い
症
状

が
出
た
ら
、
早
め
に
病
院
で
診
察
を

受
け
る
の
が
お
勧
め
で
す
。
特
に
未

接
種
あ
る
い
は
過
去
の
接
種
か
ら
10

年
以
上
経
過
し
た
29
才
以
下
の
人
は

免
疫
が
な
か
っ
た
り
、
低
下
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
進
学
、
就

職
な
ど
新
し
い
環
境
に
入
る
機
会
に
、

任
意(

自
費)

で
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。

対
　
策
　
は
　
？

すこやかな妊娠と出産のために

妊婦健診を受けましょう
平成20年4月1日から、助成回数を

妊婦一般健康診査
は、１回から最大５回に

超音波検査
は、全員に拡大します

母子健康手帳を交付した時に、妊娠週数に応じた
「妊婦一般健康診査受診票」と「超音波検査受診票」を交付します。
すでに交付を受け該当する方には、ご案内を送ります。

＜お問い合せ・交付窓口＞
健康福祉センターさわやか
洞爺湖町栄町６３番地１　　　（0142）７６－４００６
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新刊案内 あぶた読書の家
４月の休館日 祝日10日・17日・24日 29日

＜一　般＞▽「新世界より　上・下（貴志祐介）▽天

璋院篤姫　上・下（宮尾登美子）▽夜守る（石田衣良）

▽戦争から生き延びて（イシメール･ベア）▽いじめ

られっこのチャンピオンベルト（内藤大介）▽21世紀

世界遺産の旅（小学館編）▽人生の王道（稲盛和夫）

▽羊の目（意集院静）▽甲子園への遺言（門田隆将）

▽婚約のあとで（阿川佐和子）▽晩鐘（宇江佐真理）

▽妖しい誌韻（内田康夫）▽私を猫と呼ばないで（山

田正紀）▽研ぎ師太吉（山本一力）▽野菜づくり大図

鑑（藤田智）

※以上の図書は「ななかまどの会」「北海道宅地建物

　取引業協会室蘭支部」様よりの寄贈金で購入いたし

　ました。ありがとうございました。

＜一　般＞▽クマグスの森　南方熊楠の見た宇宙（松

井竜吾）▽星新一　空間工房へようこそ（最相葉月）

　洞爺湖芸術館、郷土資料館、入

江、高砂貝塚館、入江・高砂貝塚

公園が４月１日から開館しました。

是非ご来館ください。

●洞爺湖芸術館　彫刻家・砂澤ビ

　ッキの作品や、洞爺村国際彫刻

　ビエンナーレ作品、写真や文学

　作品などを展示しています。

●虻田郷土資料館　明治以降の町

　のくらしと産業の移り変わりを

　解りやすく展示しています。

●入江・高砂貝塚館　町の有形文

　化財に指定された「猪牙製装身

　具」や「土偶」をはじめ、入江

　・高砂貝塚から出土した貴重な

　資料を展示しています。

■開館期間　４月１日～11月30日

　　　　　（洞爺湖芸術館は通年)

■開館時間　午前９時～午後５時

■休　　館 日毎週月曜日及び祝

　　　　　　日の翌日

■連 絡 先　洞爺湖芸術館　87－

　　　　　　2525／虻田郷土資料

　　　　　　館　76－5801／入江

　　　　　　・高砂貝塚館　76－

　　　　　　5802

4月1日から町内各
施設が開館しました

　虻田吹奏楽団では、町の文化向

上や団員の人間的成長をめざして

活動しています。

　初心者でも歓迎いたします。団

員として吹奏楽を楽しみませんか

？年齢は問いません。

■練習日　毎週　月･木曜日

　　　　　18時30分～21時

■場　所　ふれあいセンター

■連絡先　武田　駿

（　76－4908）

　虻田吹奏楽団では、町の文化向

上や団員の人間的成長をめざして

活動しています。

　初心者でも歓迎いたします。団

員として吹奏楽を楽しみませんか

？年齢は問いません。

■練習日　毎週　月･木曜日

　　　　　18時30分～21時

■場　所　ふれあいセンター

■連絡先　武田　駿

（　76－4908）

虻田吹奏楽団団員募集

■あぶた読書の家 76-2100 ▽蜥蜴の尻っぽ（野上照代）▽藪枯らし純次（船戸与

一）▽冷蔵庫のうえの人生（アリス・カイバース）▽

はぐれ鷹（熊谷達也）▽一度も植民地になったことが

ない日本（ディユラン・れいこ）

＜児童書＞▽くまのこ　まこちゃん（神沢利子）▽三

つのこぶた（中川りえこ）▽マスランパンパンこいを

する（ジドル・イヴ・カラルヌ）▽あめあめふれふれ

もっとふれ（シャリー・モーガン）▽おあばちゃんの

すてきなおくりもの（カーラ・スティーブンス）

■みずうみ読書の家 75-4702

あぶた・みずうみ読書の家
開館時間の変更のお知らせ

こ
ん に ち は

　４月１日より、あぶた読書の家・みずうみ読書の家

の開館時間が下記のとおり変更となりますのでお知ら

せいたします。

■開館時間　午前10時00分～午後４時30分

■休 館 日　木曜日・祝日・12／30～１／５

　４月１日より、あぶた読書の家・みずうみ読書の家

の開館時間が下記のとおり変更となりますのでお知ら

せいたします。

■開館時間　午前10時00分～午後４時30分

■休 館 日　木曜日・祝日・12／30～１／５



財
産
、
家
族
、
生
活
上
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
お
悩
み
の
問
題
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
に
際
し
て
は
、
具
体
的
な
資

料
が
あ
れ
ば
、
持
参
さ
れ
ま
す
と
よ

り
効
果
的
で
す
。

■
日
　
時

５
月
16
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
か
ら

■
場
　
所

あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン

タ
ー

■
弁
護
士

馬
見
州
一
先
生

■
申
込
先

住
民
課
住
民
係
（
1
74

ー
３
０
０
２
）

■
締
切
り

５
月
14
日
ま
で

虻
田
漁
港
は
北
海
道
管
理
条
例
に

よ
り
係
留
で
き
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
数
は
40
隻
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
度
空
き
が
出
ま
し
た
の
で

係
留
を
希
望
す
る
方
は
役
場
産
業
課

水
産
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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利
用
優
先
順
位
（
ポ
イ
ン
ト
制
）

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
高
ポ
イ
ン
ト

者
が
優
先
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
同
ポ
イ
ン
ト
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
役
場
産

業
課
水
産
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

５
月
１
日
〜
５
月
15

日

■
利
用
期
間

平
成
20
年
６
月
１
日

〜
平
成
21
年
３
月
31
日

■
受
付
場
所

役
場
産
業
課
水
産
係

（
1
74
ー
３
０
０
５
）

●
洞
爺
湖
町
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
「
パ
ン
ジ
ー
」

■
活
動
内
容
　
例
会
　
栄
養
士
さ
ん

の
指
導
の
も
と
、
か

ら
だ
に
よ
い
食
事
つ

く
り
／
親
子
食
育

「
夏
・
冬
休
み
各
１

回
調
理
と
お
は
な

し
」
／
シ
ル
バ
ー
教

室「
親
睦
交
流
な
ど
」

■
活

動

日
・
時
間
　
毎
月
第
４
火

曜
日
　
10
時
〜
12
時

■
活
動
場
所

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

さ
わ
や
か
調
理
室

■
会

員

数

10
名

■
問
合
せ
先

事
務
局
　
青
木
佐
智

子
（
1
76
ー
３
５
８

９
）

■
年

会

費

１
、
０
０
０
円

●
虻
田
郷
土
研
究
会

虻
田
郷
土
研
究
会
で
は
、
町
の
あ

ゆ
み
や
先
人
の
努
力
を
知
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
平
成
15
年
に
虻
田
郷
土

研
究
会
を
結
成
し
、
町
の
あ
ゆ
み
や

埋
も
れ
て
い
た
先
人
の
苦
労
の
掘
り

お
こ
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
温
故
知
新
」
と
い
う
こ
と
ば
が

あ
り
ま
す
が
、
過
去
を
正
し
く
知
る

こ
と
は
、
未
来
を
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
21
世
紀
の

町
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
年
会
費

１
、
０
０
０
円
（
２
カ

月
に
一
度
、
会
報
を
お

届
け
し
ま
す
。）

■
問
合
先

虻
田
郷
土
研
究
会
会
長
　

岡
田
光
弘
（
1
76
ー
２

０
８
７
）
又
は
、
事

務
局
担
当
佐
々
木
　
敬

（
1
76
ー
２
８
５
６
）

無
料
法
律
相
談

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
漁
港

利
用
（
係
留
）
者
の
募
集

会
　
員
　
募
　
集

故及川トミ子さん
■2月28日死去
■78歳■遺族は
竹太郎さん■成香

故 三上岩太郎さん
■２月25日死去
■64歳■遺族は
芳子さん■温８区

故浅野ひろしさん
■２月25日死去
■96歳■遺族は
良則さん■虻4区

故 横山 淳さん
■２月22日死去
■72歳■遺族は孝
子さん■虻1区

故 平館 登さん
■２月３日死去
■77歳■遺族は斉藤実代
子さん■かっこう台区

故 右城キワさん
■２月１日死去
■92歳■遺族は
均さん■清水区

心
か
ら
お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

ひぐまによる事故を防ぐために

4月5日(土)～５月11日(日)は「ヒグマ注意特別月間」です

町では、平成19年度北海道から電源立地地

域対策交付金を受け、乳児（０歳児）保育事

業を行いました。

この交付金事業は、北海道が水力発電施設

（虻田発電所）設置により生じた自然環境又

は生活環境への影響を緩和するため水力発電

施設周辺市町村に対し、交付されるものです。

この事業は、就労形態が多様化している近

年、保育所に対する様々なニーズがあり、そ

れに応える一つとして、平成19年度洞爺湖温

泉地区の桜ヶ丘保育所において実施。

地域社会における児童福祉に寄与できたも

のと考えています。

電源立地地域対策交付金

(乳児(０歳児)保育事業)について
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人事異動（４月１日付）
町長部局人事
○課長職
税務財政課長兼収納対策係長（税務財政課長）綱嶋　勉▽観光振興課長兼洞爺湖温泉支所所長兼住民係長兼環境

整備係長（観光振興課長）佐藤正人▽経済部参与（経済部参与兼洞爺湖温泉支所所長）佐野　正▽洞爺総合支所副
支所長（洞爺総合支所産業観光課長）星　一郎
○課長補佐職
総務課長補佐兼庶務係長（総務課庶務係長）毛利敏夫▽税務財政課長補佐兼納税係長（税務財政課納税係長）永

井宗雄▽観光振興課観光施設施設長（洞爺総合支所産業観光課長補佐兼施設管理係長）藤川栄治▽観光振興課長補
佐兼観光係長兼観光施設係長（観光振興課観光係長兼観光施設係長）佐々木清志▽建設課長補佐兼建築係長（建設
課建築係長）八反田　稔▽上下水道課長補佐兼営業係長（上下水道課営業係長）佐藤孝之▽洞爺総合支所参事兼環
境施設係長（洞爺総合支所産業観光課長補佐兼環境整備係長）山崎貞博
○係長職
総務課職員係長（住民課住民係長）水本博之▽企画防災課企画防災係長（人事交流　北海道職員）杉野知之▽企

画防災課サミット推進室主幹＜企画事業担当＞（企画防災課企画防災係長）佐藤久志 ▽ 企画防災課行政改革推進室
主幹（企画防災課行政改革推進室主幹兼サミット推進室主幹）末永弘幸▽住民課住民係長兼交通防犯係長（住民課
交通防犯係長）高橋淳一▽洞爺総合支所総務係長（洞爺総合支所総務住民課総務係長）西代光明▽洞爺総合支所住
民係長（洞爺総合支所総務住民課住民係長）大西記代
○主任職
総務課庶務係主任（洞爺湖温泉小学校事務補主任）猪股幸子▽企画防災課サミット推進室主任＜総務担当＞（洞

爺湖温泉中学校事務補主任）小林真奈美▽企画防災課企画防災係主任（企画防災課企画防災係主任兼サミット推進
室主任）宮下信一▽税務財政課課税係主任（税務財政課課税係）寺山俊介▽住民課住民係主任兼交通防犯係主任
（上下水道課営業係主任兼水道係主任）林　徳昭▽観光振興課観光施設主任（総務課庶務係主任）山本修司▽産業課
農林係主任（北海道研修員）村上友和▽建設課都市計画推進室主任（建設課都市計画推進室技師）小玉照寿▽生活
環境課環境整備係主任兼廃棄物対策係主任（生活環境課環境整備係兼廃棄物対策係）平間剛志▽洞爺総合支所住民
係主任（洞爺総合支所総務住民課住民係主任）青葉エリカ▽洞爺総合支所環境施設係主任（洞爺総合支所産業観光
課施設管理係主任）小林政市
○係　職
上下水道課営業係（産業課農林係）大西　慎▽洞爺総合支所総務係兼環境施設係（洞爺総合支所総務住民課地域

振興係）佐久間豊憲
教育委員会人事
○課長職
洞爺湖芸術館長（洞爺総合支所総務住民課長）村上正弘
○課長補佐職
社会教育課長補佐兼社会教育課分室長兼洞爺湖芸術館担当（社会教育課長補佐兼社会教育分室長）大森康弘▽社

会教育課長補佐兼社会教育係長（社会教育課社会教育係長）鈴木清隆
○係長職
社会教育課分室主幹兼洞爺湖芸術館担当（社会教育課分室主幹）高橋　勉▽社会教育課分室主幹兼洞爺湖芸術館

担当（社会教育課分室主幹）兼村憲三▽社会教育課文化財係長兼洞爺湖芸術館担当（社会教育課文化財係長）（角田
隆志）
○主任職
本町保育所保育士主任（洞爺湖子育て支援センター主任兼本町保育所保育士主任）和田理恵子▽本町保育所保育

士主任（本町保育所保育士）松橋亜希子▽本町保育所保育士主任（本町保育所保育士）長谷川尊裕▽入江保育所保
育士主任（桜ヶ丘保育所保育士主任）永井多美▽入江保育所保育士主任（本町保育所保育士主任）中村絵理子▽入
江保育所保育士主任（桜ヶ丘保育所保育士主任）斉藤真枝▽桜ヶ丘保育所保育士主任（入江保育所保育士主任）川
野名　恵▽桜ヶ丘保育所保育士主任（洞爺保育所保育士主任）佐々木和恵▽桜ヶ丘保育所保育士主任（桜ヶ丘保育
所保育士）石原玲子▽虻田小学校事務補主任（虻田中学校事務補主任）清水利香子▽社会教育課文化財係兼洞爺湖
芸術館担当（洞爺総合支所総務住民課地域振興係）中谷麻美▽虻田中学校事務補（虻田小学校事務補）板垣やよい
○派遣等
北海道企画振興部総務課＜人事交流＞（税務財政課収納対策係長）藤岡孝弘▽北海道後期高齢者医療広域連合

（洞爺総合支所産業観光課環境整備係主任兼施設管理係主任）春名宣寛

○退　職
総務課参事菊池勝紀▽洞爺湖温泉支所副所長浅利　功▽総務課職員係長斉藤実代子▽入江保育所保育士小林知誉

定時登録選挙人名簿登録者数　　　　　　　（平成20年3月 2 日現在）男　4,168人　女　4,933人　計　9,101人

洞爺湖町農業委員会委員選挙人名簿登録者数（平成20年3月31日現在）男　 287人　女　 244人　計　 531人

今年も三豊地区にある「ふれあい体験農園」と香川地区にある「市民農園」の利用者を募集します。両農園とも町民の方々に花
や野菜の栽培を通じて自然とふれあい、収穫する喜びを味わってもらうため農地を提供します。是非ご利用ください。詳しくは、
役場産業課、とうや湖農協、農業研修センター「アグリ館・とれた」まで問い合わせてください。

《申込方法》
■申込み・問合せ先
・洞爺湖町役場産業課農林係（174－3005）
・とうや湖農協虻田支所金融共済店舗
（176－5566）

■申込期限 4月21日（月）
■開園期間 5月上旬～11月15日
■開園場所 洞爺湖町三豊
■借 地 料 1区画当たり
Ａ:165㎡　4,000円　Ｂ:約100㎡　3,000円
■募集区画数 40区画（Ａ及びＢ）

《申込方法》
■申込み・問合せ先
洞爺湖町農業研修センター「アグリ館・とれた」（189－3000）
■申込期限 4月21日（月）
■開園期間 5月上旬（予定）から10月31日
■開園場所 洞爺湖町香川
■使 用 料 1区画当たり30㎡　3,000円
■募集区画数 70区画
■休憩施設・小農機具・給水施設・駐車場有り
※畑は区画され、貸与時に耕起しますが、それ以後は各自でお願い
します。
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■発行･編集:洞爺湖町企画防災課広報統計係 〒049-5692 洞爺湖町栄町58番地
0142－74－3004FAX 0142－74－2121

■ホームページアドレス／http://www.town.toyako.hokkaido.jp

人口と世帯の動き人口と世帯の動き （平成20年2月29日現在）

月対比

男 …… 5,028人  （△ 11）

女 …… 5,714人  （△ 18）

計 ……10,742人  （△ 29）

世帯…… 5,204世帯（△ 23）

■連絡先 洞爺湖町健康福祉センター

　76－4006（健康指導係）

4月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

〈「さわやか」トレーニングルーム一般開放〉〈洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放〉

火・木・土曜日 月～金曜日

日曜日

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

午後１時～午後８時30分 午前８時45分～午後５時30分

午前10時～午後５時30分

行　　　事　　　予　　　定 健　康　診　断　・　予　防　接　種

洞爺地区

健康相談

4月22日（火）

受付

午後1時～

1時30分

個別通知します

健康福祉セ

ンター
乳児健診

4月24日（木）

受付

午後1時20分

～1時40分

個別通知します

健康福祉セ

ンター
ポ リ オ

午前10時～

正午

洞爺総合支

所

親子ふれあ

い遊び

午前10時～

11時30分

健康福祉セ

ンター
4月25日(金)

4月11日(金)

15日(火)

18日(金)

25日(金)

名　　称日　　時 時　　間 会　　場 名　　称日　　時 時　　間 会　　場

◆洞爺地区健康相談／5月2日(金)・9日(金)・13日(火)･16日

(金)・20日(火)・23日(金)27日(火)・30日(金)（洞爺総合支所）

◆保育所開放／5月9日(金)・23日(金)・30日(金)（本町保育

所）

◆ポリオ／5月13日(火)（洞爺診療所）

◆1歳6カ月3歳児健診／5月15日(木)（さわやか）

◆親子ふれあい遊び／5月16日(金)（さわやか）

◆ポリオ／5月20日(木)（さわやか）

◆フッ素塗布／5月22日(木)（ふれ愛）

◆乳児健診／5月29日(木)（さわやか）

５月の予定

サミット開催に向けて
洞爺湖応援歌披露
　３月16日、洞爺湖温泉の万世閣で、温泉

を拠点に活動するＡＴＲ（アクロス・ザ・

レインボー）のコンサートが開かれ、この

中で、洞爺湖のイメージソング「ＴОＹＡ

ＫО心の旅路」が披露されました。

　この歌は、ボーカルの北島良人さん（温

８区）がサミット開催を前に、洞爺湖の応

援歌として、親交のある元ハウンドドッグ

の蓑輪単

志さんに

依頼して

実現した

ものです。

今月のワンショット

楽しい雰囲気の中行われた地場産品の料理教室楽しい雰囲気の中行われた地場産品の料理教室

熱く唄う北島さん（右）と蓑輪さん（左）熱く唄う北島さん（右）と蓑輪さん（左）




